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1 はじめに 

1.1  本書について 
本書は、ＳＦＤＮの機能および性能について説明しています。 

 

 

1.2  対応バージョン 
本書に対応するＳＦＤＮのバージョンは２．００です。 

 

 

1.3  ＳＦＤＮの特長 
ＳＦＤＮは、ＷｉｎｄｏｗｓＮＴ／２０００上で動作するＭｓｙｓＮｅｔ用の監視・操作用ソフトウェアです。ＳＦＤＮの特長は

次のとおりです。 

 

① 一般的なＳＣＡＤＡ用ソフトウェアパッケージに比較し、オーバービュー・制御グループ（計器フェースプレート

の並んだ画面）・トレンドなどの基本的な画面は、表形式で設定するだけで、簡単かつスピーディに構築す

ることができます。 

② 必要かつ十分な機能を可能な限りシンプルに組込んでおり、現場のオペレータの方でも簡単に操作するこ

とが可能なよう設計されています。 

③ 旧版ＳＦＤ（ＤＯＳ版ＳＦＤ）で作成したデータを、ＳＦＤＮで読み込み流用することができます。 

④ ＷｉｎｄｏｗｓＮＴ／２０００をプラットフォームとした優れた操作性を実現しています。高解像度画面での操作、

ウィンドウの重ねあわせ操作、拡大・縮小などを自由自在に行うことができます。 

 

 

1.4  取扱説明書の構成 
ＳＦＤＮ取扱説明書は以下の３冊で構成されます。ご使用の前に、必ず各取扱説明書をご一読ください。 

 

取扱説明書 内容 

ＳＦＤＮ取扱説明書 ＳＦＤＮの機能、性能について記載しています。 

ＳＦＤＮ ＳＦＤＢＬＤ取扱説明書 ＳＦＤＮのシステム構築用ソフトウェアであるＳＦＤＢＬＤの操作方法

について記載しています。 

ＳＦＤＮ ＳＦＤＲＵＮ取扱説明書 ＳＦＤＮのモニタ実施ソフトウェアであるＳＦＤＲＵＮの操作方法につ

いて記載しています。 
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1.5  動作環境 
ＳＦＤＮの動作には以下の環境が必要です。 

 

項目 環境 

対象ＰＣ 下記性能と同等以上のＤＯＳ／Ｖ機 

ＯＳ ＷｉｎｄｏｗｓＮＴ４．０＋ＳｅｒｖｉｃｅＰａｃｋ４（日本語版）  

Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００＋ＳｅｒｖｉｃｅＰａｃｋ３（日本語版） 

ＣＰＵ ＭＭＸ－Ｐｅｎｔｉｕｍ１６６ＭＨｚ 

メモリ ６４ＭＢ 

ＨＤＤ容量 ２ＧＢ 

入力装置 マウスおよびキーボード 

ディスプレイ解像度 ６４０×４８０ドット以上 

表示色 ２５６色以上 

日本語入力システム ＯＳ付属のもの（日本語版のみ） 

プリンタ ＷｉｎｄｏｗｓＮＴ／２０００ 対応プリンタ 

（アラーム印字を実施する場合、ＥＳＣ／Ｐ－Ｊ８４にも対応している必要があります。） 

推奨プリンタはお問い合わせ下さい。 

プリンタバッファ ８Ｍ以上（ローカルプリンタに接続する場合は必ずご準備ください。） 

ＤＩＯボード コンテック製ＰＩＯ－１６／１６Ｌ（ＰＣＩ） 

推奨タッチパネル タッチパネルシステムズ株式会社 

タッチパネルモニタ（Intelli Ｔｏｕｃｈ）１７インチ 

ＲＳ２３２Ｃタッチパネルコントローラ形式５８１０ 

ドライバ（Ｍｏｎｉｔｏｒ Ｍｏｕｓｅ ｆｏｒ ＷｉｎｄｏｗｓＮＴ） 

その他 株式会社アイ・エル・シー製ＧＥＮＳＫＥＴＣＨ（Ｖｅｒ３．００）が必要です。（ＳＦＤＮ製品パ

ッケージに含まれています。） 

株式会社アイ・エル・シー製ＶＬＩＮＫＳ（Ｖｅｒ３．０５）が必要です。（ＳＦＤＮ製品パッケー

ジに含まれています。） 

     

      注意① ＷｉｎｄｏｗｓＮＴ４．０＋ＳｅｒｖｉｃｅＰａｃｋ３（日本語版）にてご使用される場合は、本書項目 20.6 Ｗｉｎｄｏｗｓ 

            ＮＴ＋ＳｅｒｖｉｃｅＰａｃｋ３（日本語版）ご使用時注意事項をご参照ください。 
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2 機能および性能の概要 

2.1  機能一覧 
SFDN の機能一覧を以下に示します。 

 

機能 説明 

タグ 基本型ＰＩＤ・拡張型ＰＩＤ・ＭＶ操作・比率設定・指示計・アナログ入出力・接点

入出力・内部ＳＷ・タイマ・カウンタ・アラーム監視ＳＷ（シーケンスメッセージと

して使用可能）・バッチ制御・時計出力など豊富なタグ計器を準備しています。 

タグを表形式で定義するだけで、各種計器フェースプレートでの監視・操作画

面を簡単に構築することができます。 

アラーム・メッセージ プロセス警報（重および軽）・シケーンスメッセージ・操作ログなど、多彩なアラ

ームあるいはメッセージが、即座にオペレータの方あるいはシステム管理者

の方へ通知されます。また、過去１０００メッセージが記録され、サマリ画面で

の確認を行うことができます。 

アラームあるいはメッセージの通知は、画面上への表示だけでなく、ＢＥＥＰ音

の鳴動・プリンタへの印刷・ＤＩＯカードを通して外部装置での通知により行うこ

ともできます。 

制御グループ 最大８枚の計器フェースプレートを制御グループ毎に並べ、アナログ計器感

覚でのループ操作を行うことができます。 

オーバービュー オーバービューウィンドウが準備され、各ウィンドウでのアラーム発生状態の

監視、各ウィンドウへの１タッチ展開が可能です。インデックス用画面として用

います。 

トレンド １グループあたり８ペンのヒストリカルトレンドグループを最大８０グループまで

実装することができます。最大１年の長期保存や外部記憶装置へのデータ保

存・再現など充実したトレンド機能を実現しています。 

グラフィックモニタ ご自由にデザインいただき、監視・操作画面を作成する機能を備えています。

各種のグラフィック部品があらかじめ準備されており、ＣＡＤライクに作成した

背景画にグラフィック部品を貼りつけるだけで、簡単に作成することができま

す。 

レポートタグ 帳票パッケージ用にデータの収集を実施します。 

チューニング PID パラメータの調整と調整結果のリアルタイムトレンドグラフでの確認、警報

設定値や出力制限値の調整、札掛けの設定、増減キーのキースピードの調

整を実施することができます。また、チューニングウィンドウのリアルタイムトレ

ンドグラフでは、リザーブ機能によって最大４タグについて２日間に及ぶグラフ

データのロギングを指定することができますので、ロングスパンに及ぶ調整結

果の確認に便利です。 

画面印刷 画面のハードコピーをとることができます。 

操作ロック 画面からの値変更操作をロックし、不要な操作ミスを防ぐことができます。 

起動画面指定 起動時にどの画面を開くか、指定することができます。 

レシピ ＳＦＤＮであらかじめ設定したデータ群を一括してＤＣＳカード側へ送信、ある

いは一括してＤＣＳカード側からアップロードする機能です。 

プログラミングユニット ＰＵ－２相当の操作をＳＦＤＮ上で行うことができます。 

プロジェクト管理 ＳＦＤＮでは設定内容をプロジェクトで管理します。１台のパソコンに複数のプ

ロジェクトを設定することが可能です。 
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2.2  性能仕様 
ＳＦＤＮの性能仕様を以下に示します。 

 

項目 性能仕様 

設定可能プロジェクト数 最大１００ 

接続可能ステーション数 最大６４ステーション 

標準タグ種類 基本型ＰＩＤ・拡張型ＰＩＤ・ＭＶ操作・比率設定・指示計 

拡張タグ種類 アナログ入出力・接点入出力・内部ＳＷ・タイマ・カウンタ・アラーム監視

ＳＷ（シーケンスメッセージとして使用可能）・バッチ制御・時計出力 

標準タグループ数 ２０４８ループ 

拡張タグ ３０００ループ 

タグＮｏ．の文字数 最大半角で１０文字(半角及び全角スペースは使用不可) 

タグコメントの文字数 最大半角で１６文字（全角文字使用可能） 

メッセージ数 １０００メッセージ（ユーザ定義アラームまたはシーケンスメッセージとし

て使用可能） 

メッセージ文字数 １メッセージあたり最大半角で３０文字（全角文字使用可能） 

画面種類 オーバービュー・制御グループ・トレンド・アラームサマリ・チューニング・

システムモニタ・グラフィックモニタ 

オーバービューページ数 ９ページ（１ページに２８項目を表示） 

制御グループ数 ２４０グループ 

１制御グループあたりタグ数 ８ループ 

トレンドグループ数 ８０グループ 

１トレンドグループあたりペン数 ８データ 

トレンド保存期間 １～３６５日 

トレンド収集間隔 トレンドグループ１～１６は１秒・１０秒 

トレンドグループ１７～８０は１０秒・１分・１０分・２０分・３０分・６０分より

１６トレンドグループ単位で指定 

トレンド対象データ 全タグ種類のＰＶ・ＭＶ・ＳＰ・接点端子・アナログ端子・アラーム接点 

アラーム・メッセージ種類 タグアラーム（重または軽タグ）・シーケンスメッセージ・操作ログ・ハー

ドエラー・システムアラーム 

アラーム・メッセージログ数 最大１０００アラーム・メッセージを記録 

チューニングウィンドウのトレンドグ

ラフデータ保存期間 

共通（１つ）とリザーブ指定（最大４つまで）されているタグに各２日間 

システムモニタ ６４ステーションの運転状態を監視 

グラフィックモニタ画面数 ９９画面 

グラフィックモニタ部品種類 ボタン・変形ボタン・ランプ・変形ランプ・数値指定・数値表示・シンプル

数値表示・ホッパフィル・計器・名板 

１画面あたりグラフィックモニタ部品

数 

１２８（名板含めない） 

グラフィックモニタ画面背景画 ＧＥＮＳＫＥＴＣＨ（株式会社アイ・エル・シー製）描画ファイルを使用（Ｄ

ＷＧファイル） 

グラフィックモニタ画面部品 ＧＥＮＳＫＥＴＣＨ（株式会社アイ・エル・シー製）部品ファイルを使用（ＩＦＥ

ファイル） 

グラフィックモニタ対象データ 全タグ種類のＰＶ・ＭＶ・ＳＰ・接点端子・アナログ端子・アラーム接点 

レポート用タグ数 １５００データ 

レポート対象データ 全タグ種類のＰＶ・ＭＶ・ＳＰ・接点端子・アナログ端子・アラーム接点 



ＳＦＤＮユーザーズマニュアル 

 5 MG CO., LTD.
www.mgco.jp

2.3  ＳＦＤＮによるデータ構築 
2.3.1  ＳＦＤＢＬＤとＳＦＤＲＵＮ 

ＳＦＤＮにはＳＦＤＢＬＤとＳＦＤＲＵＮの２つのソフトウェアが含まれています。 

 

ソフトウェア 役割 

ＳＦＤＢＬＤ ＳＦＤＮモニタデータ（プロジェクト）の構築を行うソフトウェアです。 

ＳＦＤＲＵＮ ＳＦＤＢＬＤで作成したＳＦＤＮモニタデータ（プロジェクト）に従い、監視・操作を行うためのソ

フトウェアです。 

 

 

2.3.2  プロジェクト 
ＳＦＤＮでは設定データをプロジェクトとして扱います。 

 

ＳＦＤＢＬＤ ＳＦＤＲＵＮ

プロジェクト

 
 

 ＳＦＤＢＬＤでプロジェクトを作成し、ＳＦＤＲＵＮで読み込み・モニタ実行します。 

 ＳＦＤＮでは、複数のプロジェクトを作成・管理することができます。例えば、複数のお客様向けデータを１台

のパソコンで管理することが可能です。 
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2.3.3  一般的なデータ構築手順 
ＳＦＤＢＬＤにおけるＳＦＤＮモニタデータの一般的な構築手順を示します。 

 

 

標準機能の登録 

タグの登録 

システム構成登録 

・カード構成 

・標準タグ定義 

拡張タグ登録 拡張タグＡＳＷのメッセージ登録 

制御グループの登録 オーバービュー登録 トレンドの登録 

ＳＦＤＮプロジェクトの新規作成 

グラフィック作成 

ＧＥＮＳＫＥＴＣＨ（ＩＬＣ製）による背景画と部品ファイルの作成 

グラフィック部品貼り付けによるグラフィックモニタ画面編集 

ＳＦＤＮプロジェクトの保存 

レポートタグの登録（ＥａｓｙＲｅｐｏｒｔ、ＳＦＤＮ ＢＡＴＣＨ利用データの登録） 

その他オプション設定 

 
 

 帳票（ＥａｓｙＲｅｐｏｒｔ）の登録は、ＳＦＤＲＵＮより帳票（ＥａｓｙＲｅｐｏｒｔ）の画面へ切り替え実施します。詳しくは、

ＳＦＤＮ 帳票取扱説明書をご参照ください。 

 バッチ（SFDN BATCH）の登録は、ＳＦＤＲＵＮよりバッチ（SFDN BATCH）の画面へ切り替え実施します。詳

しくは、ＳＦＤＮ ＢＡＴＣＨ取扱説明書をご参照ください。 
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3 インストールと削除 

3.1  インストール 
ＳＦＤＮをＳＦＤＮインストール用ＣＤ－Ｒからインストールする場合は、以下の手順でご実施ください。 

① 既にＳＦＤＮがインストールされている場合は、「アプリケーションの削除」を実施することでＳＦＤＮをいった

ん削除してください。（「アプリケーションの削除」の方法は次項を参照してください。） 

② ＳＦＤＮのＣＤ－ＲをＣＤ－ＲＯＭドライブに挿入します。 

③ ＳＦＤＮインストールプログラムが自動起動されますので、［監視・操作］ボタンをクリックして下さい。 

フロッピィからインストールする場合は、ＣＤ－ＲのＳＦＤＮフォルダ内にあるＤｉｓｋ ｎ フォルダの中身をフロ

ッピィにコピーします。Ｄｉｓｋ１を挿入し、Ｓｅｔｕｐ．ｅｘｅを実行します。 

④ ＳＦＤＮインストーラが以下のように起動しますので、画面のメッセージに従ってインストールを進めてくださ

い。 
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⑤ インストールを進めていますと、途中で以下のようなＢＵＳ選択及び通信ポート選択ダイアログボックスが

表示されます。ここで、ＳＦＤＮで使用されるＢＵＳのタイプと通信ポートを選択してください。但し、ＢＵＳタイ

プとして、Ｌ－Ｂｕｓを選択されますと、通信ポートの設定を行うことはできません。また、ＮｅｓｔＢｕｓを選択さ

れますと、ＰＣ番号の選択が可能となります。また、インストール後のＢＵＳタイプの変更につきましては、ご

面倒でも、一旦ＳＦＤＮを削除いただき、再度インストールを実施する上でＢＵＳタイプの変更を行ってくださ

い。ＳＦＤＮの削除の方法につきましては、次項の削除の項目を参照ください。また、通信ポートにつきまし

ては、ＳＦＤＢＬＤでの変更が可能となります。ＳＦＤＢＬＤでの変更方法につきましては、ＳＦＤＢＬＤ操作マニ

ュアルを参照ください。通常はＣＯＭ１を選択します。 

    

    

   この設定では、Ｗｉｎｄｏｗｓのブート情報ファイル（Ｃ：￥ＢＯＯＴ．ＩＮＩ）に以下の部分が追加されます。 

 

   ｍｕｌｔｉ（０）ｄｉｓｋ（０）ｒｄｉｓｋ（０）ｐａｒｔｉｔｉｏｎ（１）￥ＷＩＮＮＴ＝“Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴ Ｗｏｒｋｓｔａｔｉｏｎ Ｖｅｒｓｉｏｎ ４．０

０” ／ＮｏＳｅｒｉａｌＭｉｃｅ＝ＣＯＭ１ 

 （ＣＯＭ部分は、指定シリアルポート） 

 この設定は、ブート時のシリアルポートの接続状況確認を止めるための設定です。 

（ＤＬＣ２等、ＰｎＰ対応していない通信機器が接続されている場合に、ＮＴ自身がシリアルポートを認識しな

い場合があるためです。よって、シリアルポートの変更を行った場合には、システムの再立ち上げが必要と

なります。） 

この設定内容は、ＳＦＤＮの削除（アンインストール）を行っても、元には戻りません。 

但し、ＢＵＳタイプとしてＬ－Ｂｕｓを選択された場合は、本設定内容は削除されます。 

 

⑥ インストールが完了すると、Ｗｉｎｄｏｗｓのスタートメニューのプログラムに次のメニューが追加されます。 

          本メニューからＳＦＤＢＬＤとＳＦＤＲＵＮを起動することができます。 
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3.2  削除 
ＳＦＤＮをインストール先のパソコンから削除するには、Ｗｉｎｄｏｗｓコントロールパネルの「アプリケーションの追

加と削除」を利用します。 

 

① Ｗｉｎｄｏｗｓコントロールパネルの「アプリケーションの追加と削除」を起動します。起動すると次のダイアログ

ボックスが開きます。 

 

 
 

② ＳＦＤＮを選択して、「追加と削除」ボタンを選択します。 

③ 画面メッセージに従って、削除を進めてください。 
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4 タグ 

4.1  タグの種類 
ＳＦＤＮで扱うことのできるタグには大きくわけて次のものがあります。 

 

タグ 説明 

標準タグ 制御カードのＧｒ２・Ｇｒ３に割り付けられる調節機能を扱うタグです。ＳＦＤＢＬＤのシ

ステム構成登録ウィンドウで割付を行います。 

拡張タグ ＤＩＯやＡＩＯなど、ＳＦＤＮパッケージ上で拡張定義されたタグです。 

 

ＳＦＤＮでは、標準タグ・拡張タグとして次のタグを扱うことができます。 

 

種類 タイプ 説明 備考 

標準タグ ＢＣＡ 基本型ＰＩＤ 形式２１ 

ＥＣＡ 拡張型ＰＩＤ 形式２２ 

ＭＶＡ ＭＶ操作 形式２３ 

ＲＳＡ 比率設定 形式２４ 

ＩＮＤ 指示計 形式２５ 

拡張タグ ＡＩ１ アナログ入力（ＳＦＤＮからカードに対し、リードオンリーアクセス） 形式３３・３４ 

ＡＯ１ アナログ出力（ＳＦＤＮからカードに対し、リードライトアクセス） 形式３３・３４ 

ＤＩ１ 接点入力（ＳＦＤＮからカードに対し、リードオンリーアクセス） 形式３１・３２ 

ＤＯ１ 接点出力（ＳＦＤＮからカードに対し、リードライトアクセス） 形式３１・３２ 

ＩＳＷ 内部ＳＷ 形式９３ 

ＴＭＲ タイマ 形式９１ 

ＣＴＲ カウンタ 形式９２ 

ＡＳＷ アラーム監視ＳＷ・シーケンスメッセージ  

ＢＰＳ バッチ制御 形式４９ 

ＴＣＯ 時計出力  

 

 標準タグは、最大２０４８個定義することができます。 

 拡張タグは、最大３０００個定義することができます。 

 ＳＦＤＮでは上記タグ種類のタグ定義を、まず実施します。タグ定義に基づき、制御グループ・オーバービュ

ー登録・トレンド登録・レポートタグ登録を実施します。 
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4.2  タイプ 
各タグでは、タグ内のデータタイプを指定し、タグ内のデータにアクセスすることができます。タイプの種類を次に

示します。 

 

タイプ 説明 

なし ＡＩ１（アナログ入力）やＤＩ１（接点入力）など、端子の値をアクセスするのに用います。 

ＰＶ 現在値、ＢＰＳ（バッチ制御）では定量設定値をアクセスします。 

ＳＰ ローカルＳＰ、ＲＳＡ（比率設定）では比率、ＴＭＲ（タイマ）・ＣＴＲ（カウンタ）では設定値、ＢＰＳ

（バッチ制御）では積算をアクセスします。 

ＭＶ 操作量をアクセスします。 

ＵＡ 上限警報ビットをアクセスします。 

ＬＡ 下限警報ビットをアクセスします。 

ＤＡ 偏差警報ビットをアクセスします。 

 

タグとタイプの組み合わせ表を以下に示します。 

 

種類 タイプ 説明 なし ＰＶ ＳＰ ＭＶ ＵＡ ＬＡ ＤＡ 

標準タグ ＢＣＡ 基本型ＰＩＤ  ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ＥＣＡ 拡張型ＰＩＤ  ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ＭＶＡ ＭＶ操作    ○    

ＲＳＡ 比率設定  ○ ○ ○ ○ ○  

ＩＮＤ 指示計  ○   ○ ○  

拡張タグ ＡＩ１ アナログ入力 ○    ○ ○  

ＡＯ１ アナログ出力 ○       

ＤＩ１ 接点入力 ○       

ＤＯ１ 接点出力 ○       

ＩＳＷ 内部ＳＷ ○       

ＴＭＲ タイマ  ○ ○     

ＣＴＲ カウンタ  ○ ○     

ＡＳＷ アラーム監視ＳＷ・シー

ケンスメッセージ 

○       

ＢＰＳ バッチ制御  ○ ○     

ＴＣＯ 時計出力 ○       
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4.3  標準タグ 
4.3.1  計器フェース 

標準タグはカード側計器ブロックＧｒ２・Ｇｒ３に割り付けられた調節ブロックをアクセスします。 

①タグＮｏ．・タグコメント

②札掛けコメント

③単位

⑦アラームランプ

④ＰＶ値

⑤ＳＰ値

⑥ＭＶ値

⑧レンジ上限値

⑧レンジ下限値

⑨カスケード・ローカル切替ボタン

⑩オート切替ボタン

⑪マニュアル切替ボタン

⑫ＰＶ値バーグラフ

⑬目盛り

⑭警報設定範囲バー

⑮出力制限範囲バー

⑰ＭＶ値指針

⑯ＳＰ値指針

⑱ＭＶ開マーク

⑱ＭＶ閉マーク

⑲アップダウンキー

 
 

名称 説明 

①タグＮｏ．・タグコメント タグＮｏ．およびタグコメントが表示されます。マウス左ボタンでクリックすると、チュ

ーニングウィンドウを開きます。 

②札掛けコメント 札掛けコメントが表示されます。 

③単位 ＰＶ値およびＳＰ値の単位が表示されます。 

④ＰＶ値 ＰＶ値の表示です。（実量） 

⑤ＳＰ値 ＳＰ値の表示です。（実量）カスケード・ローカルがローカルのときにマウス左ボタン

でクリックすると、数値パッドが開き、ＬＳＰの設定を行うことができます。 

ＲＳＡ（比率設定）の場合は比率が表示されます。 

⑥ＭＶ値 ＭＶ値の表示です。（単位は％）オート・マニュアルがマニュアルのときにマウス左

ボタンでクリックすると、数値パッドが開き、ＭＶの設定を行うことができます。 

⑦アラームランプ 警報発生時に点滅します。 

⑧レンジ上限値・レンジ

下限値 

レンジ上限値およびレンジ下限値の表示です。 

⑨カスケード・ローカル

切替ボタン 

マウス左ボタンでクリックすると、カスケード・ローカルの切替えを行います。カスケ

ードのとき「Ｃ」、ローカルのとき「Ｌ」が表示されます。 

ＳＦＤＢＬＤのタグ定義により、表示・非表示を指定することができます。 

⑩オート切替ボタン マウス左ボタンでクリックすると、オートへの切替えを行います。 

ＳＦＤＢＬＤのタグ定義により、表示・非表示を指定することができます。 

⑪マニュアル切替ボタ

ン 

マウス左ボタンでクリックすると、マニュアルへの切替えを行います。 

ＳＦＤＢＬＤのタグ定義により、表示・非表示を指定することができます。 

⑫ＰＶ値バーグラフ ＰＶ値のバーグラフです。（－１５％～＋１１５％の範囲） 
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名称 説明 

⑬目盛り 目盛りです。 

ＳＦＤＢＬＤのタグ定義により、１０分割・５分割・４分割・３分割を指定することができ

ます。 

⑭警報設定範囲バー ＰＨ・ＰＬの範囲を示すバーです。 

⑮出力制限範囲バー ＭＨ・ＭＬの範囲を示すバーです。 

⑯ＳＰ値指針 ＳＰ値を示す指針です。 

⑰ＭＶ値指針 ＭＶ値を示す指針です。 

⑱ＭＶ開マーク・ＭＶ閉

マーク 

ＭＶの出力に対するバルブなどの開方向・閉方向を示します。本マークは、ＳＦＤＢ

ＬＤのタグ定義により、表示（正／逆）・非表示を指定することができます。 

⑲アップダウンキー ＳＦＤＢＬＤのタグ定義で、計器フェースにＴＹＰＥ２が指定されている場合、数値アッ

プダウンキーがあらわれます。オートのときＳＰ、マニュアルのときＭＶを変更するこ

とができます。 

 

 

標準ブロックタイプによる項目の有無は次表のとおりです。 

 

名称 ＢＣＡ 

基本型ＰＩＤ 

ＥＣＡ 

拡張型ＰＩＤ 

ＭＶＡ 

ＭＶ操作 

ＲＳＡ 

比率設定 

ＩＮＤ 

指示計 

①タグＮｏ．・タグコメント ○ ○ ○ ○ ○ 

②札掛けコメント ○ ○ ○ ○ ○ 

③単位 ○ ○ ○ ○ ○ 

④ＰＶ値 ○ ○ × ○ ○ 

⑤ＳＰ値 ○ ○ × ○（比率） × 

⑥ＭＶ値 ○ ○ ○ ○ × 

⑦アラームランプ ○ ○ × ○ ○ 

⑧レンジ上限値・レンジ下限値 ○ ○ × ○ ○ 

⑨カスケード・ローカル切替ボタン ○ ○ × × × 

⑩オート切替ボタン ○ ○ × ○ × 

⑪マニュアル切替ボタン ○ ○ × ○ × 

⑫ＰＶ値バーグラフ ○ ○ × ○ ○ 

⑬目盛り ○ ○ ○ ○ ○ 

⑭警報設定範囲バー ○ ○ × ○ ○ 

⑮出力制限範囲バー ○ ○ ○ ○ × 

⑯ＳＰ値指針 ○ ○ × × × 

⑰ＭＶ値指針 ○ ○ ○ ○ × 

⑱ＭＶ開マーク・ＭＶ閉マーク ○ ○ ○ ○ × 

⑲アップダウンキー ○ ○ ○ ○ × 

（○：項目あり、×：項目なし） 
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4.3.2  タグ定義項目 
標準タグのタグ定義は、ＳＦＤＢＬＤシステム構成登録ウィンドウのＭＯＤ定義ダイアログボックスで実施します。 

 

 
 

項目 設定範囲 デフォルト 備考 

形式 形式 形式なし、ＢＣＡ、ＥＣＡ、ＭＶＡ、ＲＳＡ、ＩＮＤ 形式なし  

タグ タグＮｏ． なし、または最大半角で 10 文字 なし 全角可能 

タグコメント なし、または最大半角で 16 文字 なし 全角可能 

タグ重要度 重または軽 軽  

スケール レンジ上限設定値 -32000～+32000 10000  

レンジ下限設定値 -32000～+32000 0  

小数点位置 0～5 2  

単位 なし、または最大半角で 8 文字 なし 全角可能 

計器面 計器面タイプ TYPE1 または TYPE2 

 

TYPE1 ① 

Ｃ／Ｌの有無 有または無 有 ② 

Ａ／Ｍの有無 有または無 有 ③ 

グラフ分割 １０分割・５分割・４分割・３分割 １０分割  

ＭＶ正逆 表示なし、正、逆 表示なし ④ 

ループステータス

切替確認の有無 

有または無 無 ⑤ 

キースピード 1～3600(秒/FS) 高速：30 

低速：50 

 

アラーム 文字色 ２５６色より任意 黒 ⑥ 

点滅の有無 有または無 無 ⑥ 

パラメータ ＰＨ -15～+115(%) 115  

ＰＬ -15～+115(%) -15  

ＭＨ -115～+115(%) 115  

ＭＬ -115～+115(%) -115  

① TYPE2 のとき、計器フェース上にアップダウンキーつきとなります。 

② 計器フェース上のカスケード・ローカル切替えボタンの有無です。 

③ 計器フェース上のオート切替えボタン・マニュアル切替えボタンの有無です。 

④ 計器フェース上のＭＶ開閉マークの有無および表示方法です。 

⑤ ループステータス切替確認の有のとき、計器上の値変更操作で確認ダイアログボックスが表示されます。 

⑥ アラームサマリなどで表示されるアラームメッセージ文字色と文字点滅の有無です。 
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4.4  拡張タグ－ＡＩ１ 
4.4.1  計器フェース 

ＡＩ１はアナログ端子のモニタを行うためのタグです。 

①タグＮｏ．・タグコメント

②札掛けコメント

③単位

⑤アラームランプ

④アナログ値

⑥レンジ上限値

⑥レンジ下限値

⑦アナログ値バーグラフ

⑧目盛り

⑨警報設定範囲バー

 
 

名称 説明 

①タグＮｏ．・タグコメント タグＮｏ．およびタグコメントが表示されます。マウス左ボタンでクリックすると、チュ

ーニングウィンドウを開きます。 

②札掛けコメント 札掛けコメントが表示されます。 

③単位 アナログ値の単位が表示されます。 

④アナログ値 アナログ値の表示です。（実量） 

⑤アラームランプ 警報発生時に点滅します。ＳＦＤＢＬＤのタグ定義により、警報用ブロックの設定が

行われていないときは表示されません。 

⑥レンジ上限値・レンジ

下限値 

レンジ上限値およびレンジ下限値の表示です。 

⑦バーグラフ アナログ値のバーグラフです。（－１５％～＋１１５％の範囲） 

⑧目盛り 目盛りです。ＳＦＤＢＬＤのタグ定義により、１０分割・５分割・４分割・３分割を指定す

ることができます。 

⑨警報設定範囲バー ＰＨ・ＰＬの範囲を示すバーです。ＳＦＤＢＬＤのタグ定義により、警報用ブロックの設

定が行われていないときは表示されません。 
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4.4.2  タグ定義項目 
ＡＩ１のタグ定義は、ＳＦＤＢＬＤ拡張タグ登録ウィンドウの拡張タグ定義ダイアログボックスで実施します。 

 

 
 

項目 設定範囲 デフォルト 備考 

タグ タグＮｏ． なし、または最大半角で 10 文字 なし 全角可能 

タグコメント なし、または最大半角で 16 文字 なし 全角可能 

タグ重要度 重または軽 軽  

スケール レンジ上限設定値 -32000～+32000 10000  

レンジ下限設定値 -32000～+32000 0  

小数点位置 0～5 2  

単位 なし、または最大半角で 8 文字 なし 全角可能 

ロケーション ステーション 0～3F 0 16 進設定、① 

カード 0～F 0 16 進設定、① 

グループ 11～26 11 10 進設定、① 

端子番号 1～2 1 10 進設定、① 

上下限警報用グル

ープ 

30～61（使用しない場合は、使用しない

をチェック） 

30 10 進設定、② 

上限警報端子グル

ープ 

11～26（使用しない場合は、使用しない

をチェック） 

11 10 進設定、③ 

上限警報端子番号 1～32（使用しない場合は、使用しない

をチェック） 

1 10 進設定、③ 

下限警報端子グル

ープ 

11～26（使用しない場合は、使用しない

をチェック） 

11 10 進設定、④ 

下限警報端子番号 1～32（使用しない場合は、使用しない

をチェック） 

1 10 進設定、④ 

計器面 グラフ分割 １０分割・５分割・４分割・３分割 １０分割  

アラーム 文字色 ２５６色より任意 黒 ⑤ 

点滅の有無 有または無 無 ⑤ 

パラメータ 上限設定値 -115～+115(%) 115 ⑥ 

下限設定値 -115～+115(%) -115 ⑥ 

① 監視するアナログ端子のロケーションを定義します。 

② アラーム監視する場合、上下限警報ブロックのロケーションを定義します。 

③ 上限警報の発生を本タグに通知するための、デジタル端子ロケーションを定義します。 

④ 下限警報の発生を本タグに通知するための、デジタル端子ロケーションを定義します。 

⑤ アラームサマリなどで表示されるアラームメッセージ文字色と文字点滅の有無です。 

⑥ 上下限警報ブロックの設定値です。 
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4.5  拡張タグ－ＡＯ１ 
4.5.1  計器フェース 

ＡＯ１はアナログ端子の設定とモニタを行うためのタグです。 

①タグＮｏ．・タグコメント

②札掛けコメント

③単位

④アナログ値

⑤レンジ上限値

⑤レンジ下限値

⑥アナログ値バーグラフ

⑦目盛り

⑧出力制限範囲バー
⑨アップダウンキー

 
 

名称 説明 

①タグＮｏ．・タグコメント タグＮｏ．およびタグコメントが表示されます。マウス左ボタンでクリックすると、チュ

ーニングウィンドウを開きます。 

②札掛けコメント 札掛けコメントが表示されます。 

③単位 アナログ値の単位が表示されます。 

④アナログ値 アナログ値の表示です。（実量）マウス左ボタンでクリックすると、ＡＯ設定用の数値

パッドが開きます。 

⑤レンジ レンジ上限値およびレンジ下限値の表示です。 

⑥バーグラフ アナログ値のバーグラフです。（－１５％～＋１１５％の範囲） 

⑦目盛り 目盛りです。ＳＦＤＢＬＤのタグ定義により、１０分割・５分割・４分割・３分割を指定す

ることができます。 

⑧出力制限範囲バー 出力制限範囲を示すバーです。ＳＦＤＢＬＤのタグ定義で、上下限制限ブロックが設

定されていないときは表示されません。 

⑨アップダウンキー ＳＦＤＢＬＤのタグ定義で、計器フェースにＴＹＰＥ２が指定されている場合、数値アッ

プダウンキーがあらわれます。 
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4.5.2  タグ定義項目 
ＡＯ１のタグ定義は、ＳＦＤＢＬＤ拡張タグ登録ウィンドウの拡張タグ定義ダイアログボックスで実施します。 

 

 
 

項目 設定範囲 デフォルト 備考 

タグ タグＮｏ． なし、または最大半角で 10 文字 なし 全角可能 

タグコメント なし、または最大半角で 16 文字 なし 全角可能 

スケール レンジ上限設定値 -32000～+32000 10000  

レンジ下限設定値 -32000～+32000 0  

小数点位置 0～5 2  

単位 なし、または最大半角で 8 文字 なし 全角可能 

ロケーション ステーション 0～3F 0 16 進設定、① 

カード 0～F 0 16 進設定、① 

グループ 11～26 11 10 進設定、① 

端子番号 1～2 1 10 進設定、① 

上下限制限用グル

ープ 

30～61（使用しない場合は、使用しない

をチェック） 

30 10 進設定、② 

計器面 計器面タイプ TYPE1 または TYPE2 

 

TYPE1 ③ 

グラフ分割 １０分割・５分割・４分割・３分割 １０分割  

キースピード 1～3600(秒/FS) 高速：30 

低速：50 

 

パラメータ 上限制限値 -115～+115(%) 115 ④ 

下限制限値 -115～+115(%) -115 ④ 

① 監視・設定するアナログ端子のロケーションを定義します。 

② 出力制限する場合、上下限制限ブロックのロケーションを定義します。 

③ TYPE2 のとき、計器フェース上にアップダウンキーつきとなります。 

④ 上下限制限ブロックの設定値です。 



ＳＦＤＮユーザーズマニュアル 

 19 MG CO., LTD.
www.mgco.jp

4.6  拡張タグ－ＤＩ１ 
4.6.1  計器フェース 

ＤＩ１はデジタル端子のモニタを行うためのタグです。 

①タグＮｏ．・タグコメント

②札掛けコメント

③接点状態

 
 

名称 説明 

①タグＮｏ．・タグコメント タグＮｏ．およびタグコメントが表示されます。マウス左ボタンでクリックすると、チュ

ーニングウィンドウを開きます。 

②札掛けコメント 札掛けコメントが表示されます。 

③接点状態 接点の状態を表示します。ＳＦＤＢＬＤのタグ定義で、ＯＮ／ＯＦＦ時の色と点滅の有

無を指定することができます。 
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4.6.2  タグ定義項目 
ＤＩ１のタグ定義は、ＳＦＤＢＬＤ拡張タグ登録ウィンドウの拡張タグ定義ダイアログボックスで実施します。 

 

 
 

項目 設定範囲 デフォルト 備考 

タグ タグＮｏ． なし、または最大半角で 10 文字 なし 全角可能 

タグコメント なし、または最大半角で 16 文字 なし 全角可能 

ロケーション ステーション 0～3F 0 16 進設定、① 

カード 0～F 0 16 進設定、① 

グループ 11～26 11 10 進設定、① 

端子番号 1～32 1 10 進設定、① 

計器面 ＯＮボタンの色 ２５６色より任意 黄  

ＯＮボタン点滅 有または無 無  

ＯＦＦボタンの色 ２５６色より任意 シアン  

ＯＦＦボタン点滅 有または無 無  

① 監視するデジタル端子のロケーションを定義します。 
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4.7  拡張タグ－ＤＯ１ 
4.7.1  計器フェース 

ＤＯ１はデジタル端子のＯＮ／ＯＦＦおよびモニタを行うためのタグです。 

①タグＮｏ．・タグコメント

②札掛けコメント

③接点状態表示・切替

 
 

名称 説明 

①タグＮｏ．・タグコメント タグＮｏ．およびタグコメントが表示されます。マウス左ボタンでクリックすると、チュ

ーニングウィンドウを開きます。 

②札掛けコメント 札掛けコメントが表示されます。 

③接点状態表示・切替 接点の状態を表示します。ＳＦＤＢＬＤのタグ定義で、ＯＮ／ＯＦＦ時の色と点滅の有

無を指定することができます。 

本スイッッチをマウス左ボタンでクリックすることによって、接点の状態を切り替える

ことができます。 
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4.7.2  タグ定義項目 
ＤＯ１のタグ定義は、ＳＦＤＢＬＤ拡張タグ登録ウィンドウの拡張タグ定義ダイアログボックスで実施します。 

 

 
 

項目 設定範囲 デフォルト 備考 

タグ タグＮｏ． なし、または最大半角で 10 文字 なし 全角可能 

タグコメント なし、または最大半角で 16 文字 なし 全角可能 

ロケーション ステーション 0～3F 0 16 進設定、① 

カード 0～F 0 16 進設定、① 

グループ 11～26 11 10 進設定、① 

端子番号 1～32 1 10 進設定、① 

計器面 ＯＮボタンの色 ２５６色より任意 黄  

ＯＮボタン点滅 有または無 無  

ＯＦＦボタンの色 ２５６色より任意 シアン  

ＯＦＦボタン点滅 有または無 無  

ループステータス

切替確認の有無 

有または無 無 ② 

① 監視・操作するデジタル端子のロケーションを定義します。 

② ループステータス切替確認の有のとき、計器上のＯＮ／ＯＦＦ操作で確認ダイアログボックスが表示されま

す。 
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4.8  拡張タグ－ＩＳＷ 
4.8.1  計器フェース 

ＩＳＷは内部スイッチブロックのＯＮ／ＯＦＦおよびモニタを行うためのタグです。 

①タグＮｏ．・タグコメント

②札掛けコメント

③接点状態表示・切替

 
 

名称 説明 

①タグＮｏ．・タグコメント タグＮｏ．およびタグコメントが表示されます。マウス左ボタンでクリックすると、チュ

ーニングウィンドウを開きます。 

②札掛けコメント 札掛けコメントが表示されます。 

③接点状態表示・切替 接点の状態を表示します。ＳＦＤＢＬＤのタグ定義で、ＯＮ／ＯＦＦ時の色と点滅の有

無を指定することができます。 

本スイッチをマウス左ボタンでクリックすることによって、接点の状態を切り替えるこ

とができます。 
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4.8.2  タグ定義項目 
ＩＳＷのタグ定義は、ＳＦＤＢＬＤ拡張タグ登録ウィンドウの拡張タグ定義ダイアログボックスで実施します。 

 

 
 

項目 設定範囲 デフォルト 備考 

タグ タグＮｏ． なし、または最大半角で 10 文字 なし 全角可能 

タグコメント なし、または最大半角で 16 文字 なし 全角可能 

ロケーション ステーション 0～3F 0 16 進設定、① 

カード 0～F 0 16 進設定、① 

グループ 11～26 11 10 進設定、① 

端子番号 1～32 1 10 進設定、① 

計器面 ＯＮボタンの色 ２５６色より任意 黄  

ＯＮボタン点滅 有または無 無  

ＯＦＦボタンの色 ２５６色より任意 シアン  

ＯＦＦボタン点滅 有または無 無  

ループステータス

切替確認の有無 

有または無 無 ② 

① 内部スイッチを出力するＤｉ受信端子のロケーションを定義します。カード側設定にて、内部スイッチを該当

端子に出力しておきます。 

② ループステータス切替確認の有のとき、計器上のＯＮ／ＯＦＦ操作で確認ダイアログボックスが表示されま

す。 
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4.9  拡張タグ－ＴＭＲ 
4.9.1  計器フェース 

ＴＭＲはタイマブロックを操作するためのタグです。 

①タグＮｏ．・タグコメント

②札掛けコメント

③単位

④計時値

⑤設定値

⑧ＰＡＵＳＥボタン

⑦ＳＴＯＰボタン

⑥ＳＴＡＲＴボタン

 
 

名称 説明 

①タグＮｏ．・タグコメント タグＮｏ．およびタグコメントが表示されます。マウス左ボタンでクリックすると、チュ

ーニングウィンドウを開きます。 

②札掛けコメント 札掛けコメントが表示されます。 

③単位 タイマの単位を表示します。ＳＦＤＢＬＤのタグ定義で、Ｓ・ＭＩＮ・Ｈ・０．１Ｓから選択

することができます。 

④計時値 計時値を表示します。 

⑤設定値 タイマ設定値を表示します。マウス左ボタンでクリックすることにより数値パッドが開

き、設定することが可能です。 

⑥ＳＴＡＲＴボタン マウス左ボタンでクリックすると、タイマブロックの動作スイッチをＯＮします。 

⑦ＳＴＯＰボタン マウス左ボタンでクリックすると、タイマブロックの動作スイッチをＯＦＦします。 

⑧ＰＡＵＳＥボタン マウス左ボタンでクリックすると、タイマブロックの中断スイッチをＯＮします。中断ス

イッチをＯＦＦにして再開するには、ＳＴＡＲＴボタンをマウス左ボタンでクリックしま

す。 
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4.9.2  タグ定義項目 
ＴＭＲのタグ定義は、ＳＦＤＢＬＤ拡張タグ登録ウィンドウの拡張タグ定義ダイアログボックスで実施します。 

 

 
 

項目 設定範囲 デフォルト 備考 

タグ タグＮｏ． なし、または最大半角で 10 文字 なし 全角可能 

タグコメント なし、または最大半角で 16 文字 なし 全角可能 

スケール 単位 Ｓ・ＭＩＮ・Ｈ・０．１Ｓ Ｓ  

ロケーション ステーション 0～3F 0 16 進設定、① 

カード 0～F 0 16 進設定、① 

グループ 30～61 30 10 進設定、① 

グループ（PV/SP） 11～26 11 10 進設定、② 

計器面 キースピード 1～3600(秒/FS) 高速：30 

低速：50 

 

① 監視・設定するタイマブロックのロケーションを定義します。 

② タイマの PV・SP を出力するアナログ端子のロケーションを定義します。カード側設定にて、タイマの PV を

該当アナログ端子の A1 に、タイマの SP を該当アナログ端子の A２に出力しておきます。 
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4.10 拡張タグ－ＣＴＲ 
4.10.1  計器フェース 

ＣＴＲはカウンタブロックを操作するためのタグです。 

①タグＮｏ．・タグコメント

②札掛けコメント

③単位

④計数値

⑤設定値

⑦ＳＴＯＰボタン

⑥ＳＴＡＲＴボタン

 
 

名称 説明 

①タグＮｏ．・タグコメント タグＮｏ．およびタグコメントが表示されます。マウス左ボタンでクリックすると、チュ

ーニングウィンドウを開きます。 

②札掛けコメント 札掛けコメントが表示されます。 

③単位 カウンタの単位を表示します。ＳＦＤＢＬＤのタグ定義で、指定することができます。 

④計数値 計数値を表示します。 

⑤設定値 カウンタ設定値を表示します。マウス左ボタンでクリックすることにより数値パッドが

開き、設定することが可能です。 

⑥ＳＴＡＲＴボタン マウス左ボタンでクリックすると、カウンタブロックの動作スイッチをＯＮします。 

⑦ＳＴＯＰボタン マウス左ボタンでクリックすると、カウンタブロックの動作スイッチをＯＦＦします。 
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4.10.2  タグ定義項目 
ＣＴＲのタグ定義は、ＳＦＤＢＬＤ拡張タグ登録ウィンドウの拡張タグ定義ダイアログボックスで実施します。 

 

 
 

項目 設定範囲 デフォルト 備考 

タグ タグＮｏ． なし、または最大半角で 10 文字 なし 全角可能 

タグコメント なし、または最大半角で 16 文字 なし 全角可能 

スケール 単位 なし、または最大半角で 8 文字 なし 全角可能 

ロケーション ステーション 0～3F 0 16 進設定、① 

カード 0～F 0 16 進設定、① 

グループ 30～61 30 10 進設定、① 

グループ（PV/SP） 11～26 11 10 進設定、② 

計器面 キースピード 1～3600(秒/FS) 高速：30 

低速：50 

 

① 監視・設定するカウンタブロックのロケーションを定義します。 

② カウンタのPV・SPを出力するアナログ端子のロケーションを定義します。カード側設定にて、カウンタの PV

を該当アナログ端子の A1 に、カウンタの SPを該当アナログ端子の A２に出力しておきます。 
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4.11 拡張タグ－ＡＳＷ 
4.11.1  計器フェース 

ＡＳＷは接点の状態を監視し、アラームメッセージまたはシーケンスメッセージを発生させるためのタグです。 

①タグＮｏ．・タグコメント

②札掛けコメント

③接点状態表示

 
 

名称 説明 

①タグＮｏ．・タグコメント タグＮｏ．およびタグコメントが表示されます。マウス左ボタンでクリックすると、チュ

ーニングウィンドウを開きます。 

②札掛けコメント 札掛けコメントが表示されます。 

③接点状態表示 接点の状態を表示します。ＳＦＤＢＬＤのタグ定義で、ＯＮ／ＯＦＦ時の色と点滅の有

無を指定することができます。 
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4.11.2  タグ定義項目 
ＡＳＷのタグ定義は、ＳＦＤＢＬＤ拡張タグ登録ウィンドウの拡張タグ定義ダイアログボックスで実施します。 

 

 
 

項目 設定範囲 デフォルト 備考 

タグ タグＮｏ． なし、または最大半角で 10 文字 なし 全角可能 

タグコメント なし、または最大半角で 16 文字 なし 全角可能 

種別 アラームまたはシーケンス・メッセージ アラーム ⑤ 

タグ重要度 重または軽 軽  

ロケーション ステーション 0～3F 0 16 進設定、① 

カード 0～F 0 16 進設定、① 

グループ 11～26 11 10 進設定、① 

端子番号 1～32 1 10 進設定、① 

計器面 ＯＮボタンの色 ２５６色より任意 黄  

ＯＮボタン点滅 有または無 無  

ＯＦＦボタンの色 ２５６色より任意 シアン  

ＯＦＦボタン点滅 有または無 無  

メッセージ メッセージ１ 1～1000 またはなし なし ② 

メッセージ２ 1～1000 またはなし なし ② 

出力方法 「ON のときメッセージ 1・OFF のときメッ

セージ 1」・「ON のときメッセージ 1・OFF

のときメッセージ 2」・「ONのときメッセー

ジ 1」・「OFF のときメッセージ 1」から選

択 

「ON のとき

メッセージ

1・OFF のと

きメッセー

ジ 1」 

③ 

文字色 ２５６色より任意 黒 ④ 

点滅の有無 有または無 無 ④ 

① アラームあるいはシーケンスメッセージ発生のために監視するデジタル端子のロケーションを定義します。 

② アラームメッセージは、SFDBLD のメッセージ登録ウィンドウで設定します。 

③ 種別がアラームで「ON のときメッセージ 1・OFF のときメッセージ 1」を選択した場合、アラームサマリなどで

表示されるアラームメッセージには、ONのとき発生、OFF のとき復帰が付加されます。 

④ アラームサマリなどで表示されるアラームあるいはシーケンスメッセージの文字色と文字点滅の有無です。 

⑤ 種別がアラームの場合、ON がアラーム発生中、OFF がアラーム復帰となります。 

 

アラームサマリなどで表示されるメッセージ出力方法を以下に示します。 

出力方法の指定 アラーム シーケンス・メッセージ 

ON のときメッセージ 1・OFF の

ときメッセージ 1 

参照接点ＯＮでメッセージ 1 に“（重）

（または（軽））発生”を追加して出力 

参照接点ＯＮでメッセージ 1 に“（重）

（または（軽））復帰”を追加して出力 

参照接点ＯＮでメッセージ 1 出力 

参照接点ＯＦＦでもメッセージ 1 出力 

ON のときメッセージ 1・OFF の

ときメッセージ 2 

参照接点ＯＮでメッセージ 1 を出力 

参照接点ＯＦＦでメッセージ２を出力 

同左 

ONのときメッセージ 1 参照接点ＯＮでメッセージ 1 を出力 

参照接点ＯＦＦは出力無し 

同左 

OＦＦのときメッセージ 1 参照接点ＯＮは出力無し 

参照接点ＯＦＦでメッセージ 1 を出力 

同左 
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4.12 拡張タグ－ＢＰＳ 
4.12.1  計器フェース 

ＢＰＳはバッチ・プログラム設定ブロックを操作するためのタグです。 

①タグＮｏ．・タグコメント

②札掛けコメント

③単位

④積算値

⑤定量設定値

⑧ＰＡＵＳＥボタン

⑦ＳＴＯＰボタン

⑥ＳＴＡＲＴボタン

 
 

名称 説明 

①タグＮｏ．・タグコメント タグＮｏ．およびタグコメントが表示されます。マウス左ボタンでクリックすると、チュ

ーニングウィンドウを開きます。 

②札掛けコメント 札掛けコメントが表示されます。 

③単位 タイマの単位を表示します。ＳＦＤＢＬＤのタグ定義で、指定することができます。 

④積算値 積算値を表示します。 

⑤定量設定値 定量設定値を表示します。マウス左ボタンでクリックすることにより数値パッドが開

き、設定することが可能です。 

⑥ＳＴＡＲＴボタン マウス左ボタンでクリックすると、バッチ・プログラム設定ブロックの動作スイッチをＯ

Ｎします。 

⑦ＳＴＯＰボタン マウス左ボタンでクリックすると、バッチ・プログラム設定ブロックの動作スイッチをＯ

ＦＦします。 

⑧ＰＡＵＳＥボタン マウス左ボタンでクリックすると、バッチ・プログラム設定ブロックの中断スイッチをＯ

Ｎします。中断スイッチをＯＦＦにして再開するには、ＳＴＡＲＴボタンをマウス左ボタ

ンでクリックします。 
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4.12.2  タグ定義項目 
ＢＰＳのタグ定義は、ＳＦＤＢＬＤ拡張タグ登録ウィンドウの拡張タグ定義ダイアログボックスで実施します。 

 

 
 

項目 設定範囲 デフォルト 備考 

タグ タグＮｏ． なし、または最大半角で 10 文字 なし 全角可能 

タグコメント なし、または最大半角で 16 文字 なし 全角可能 

スケール 単位 なし、または最大半角で 8 文字 なし 全角可能 

ロケーション ステーション 0～3F 0 16 進設定、① 

カード 0～F 0 16 進設定、① 

グループ 62～69 62 10 進設定、① 

グループ（PV/SP） 11～26 11 10 進設定、② 

計器面 キースピード 1～3600(秒/FS) 高速：30 

低速：50 

 

① 監視・設定するバッチ・プログラム設定ブロックのロケーションを定義します 

② バッチ・プログラム設定のPV・SPを出力するアナログ端子のロケーションを定義します。カード側設定にて、

バッチ・プログラム設定の積算を該当アナログ端子の A1 に、バッチ・プログラム設定の定量設定値を該当

アナログ端子の A２に出力しておきます。 
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4.13 拡張タグ－ＴＣＯ 
4.13.1  計器フェース 

ＴＣＯはパソコン時間を監視し、デジタル端子に対して指定時間に自動的にＯＮ／ＯＦＦ操作を行い、またアナロ

グ端子に対して随時日時を設定するためのタグです。 

① タグＮｏ．

  タグコメント

②札掛けコメント

③単位

⑥ＯＮ指定時間

④設定項目

デジタル系 アナログ系

⑤アナログ値

⑧接点状態

⑦ＯＦＦ指定時間

 
 

名称 説明 

①タグＮｏ．・タグコメント タグＮｏ．およびタグコメントが表示されます。マウス左ボタンでクリックすると、チュ

ーニングウィンドウを開きます。 

②札掛けコメント 札掛けコメントが表示されます。 

③単位 タイマの単位を表示します。ＳＦＤＢＬＤのタグ定義で、指定することができます。 

④設定項目 選択された設定項目を表示します。設定項目の選択は、ＳＦＤＢＬＤにて行います。 

設定項目で「指定時間」及び「１時間毎」を選択された場合は、左側のデジタル形式

にて表示されます。「月日」「時分」「日」「曜日」を選択されたならば、右側のアナロ

グ形式にて表示されます。 

⑤アナログ値 月日、時分、日、曜日指定時に、アナログ値でデータが表示されます。 

（指定時間、または１時間毎指定時には表示されません。） 

⑥ＯＮ指定時間 指定時間指定時、または１時間毎指定時に、ＯＮ指定時間が表示されます。 

（月日、時分、日、曜日指定時には表示されません。） 

⑦ＯＦＦ指定時間 指定時間指定時、または１時間毎指定時に、ＯＦＦ指定時間が表示されます。 

（月日、時分、日、曜日指定時には表示されません。） 

⑧接点状態表示 接点の状態を表示します。SFDBLD のタグ定義でＯＮ／ＯＦＦ時の色と点滅の有無

を指定することができます。（月日、時分、日、曜日指定時には表示されません。） 

 

      アナログ系指定時のアナログ値表示フォーマット 

選択項目 表示フォーマット 

月日 ｍｍ．ｄｄ（０１．０１～１２．３１） 

時分 ｈｈ．ｍｍ（００．００～２３．５９） 

日 ００．ｄｄ（００．０１～００．３１） 

曜日 ００．０ｗ（００．０１～００．０７：日～土） 
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4.13.2  タグ定義項目 
ＴＣＯのタグ定義は、ＳＦＤＢＬＤ拡張タグ登録ウィンドウの拡張タグ定義ダイアログボックスで実施します。 

 

項目 設定範囲 デフォルト 備考 

タグ タグＮｏ． なし、または最大半角で 10 文字 なし 全角可能 

タグコメント なし、または最大半角で 16 文字 なし 全角可能 

設定項目 

（左の項目の

いずれか１つ

を選択） 

指定時間 ＯＮ指定時間、ＯＦＦ指定時間（時分） 指定時間 ① 

１時間毎 ＯＮ指定時間、ＯＦＦ指定時間（分） 

月日  

時分  

日  

曜日  

起動時自動設定  なし ② 

ロケーション ステーション 0～3F 0 16 進設定、③ 

カード 0～F 0 16 進設定、③ 

グループ 11～26 11 10 進設定、③ 

端子番号 1～32 または 1～2 1 10 進設定、③ 

計器面 

（指定時間、

又は１時間毎

指定時のみ） 

ＯＮボタンの色 ２５６色より任意 黄  

ＯＮボタン点滅 有または無 無  

ＯＦＦボタンの色 ２５６色より任意 シアン  

ＯＦＦボタン点滅 有または無 無  

① 指定時間・１時間毎を指定された場合は、ＳＦＤＲＵＮではデジタル系タグとして扱われます。月日・時分・

日・曜日を指定された場合は、ＳＦＤＲＵＮではアナログ系タグとして扱われます。また、指定時間を指定され

たならば接点のＯＮ／ＯＦＦ時間（時分）を、１時間毎を指定されたならばＯＮ／ＯＦＦ時間（分）の設定が可能

となります。但し、ＯＮ時間とＯＦＦ時間に同じ時間を指定することはできません。 

② 指定時間・１時間毎を指定されたときのみ設定可能となります。本項目を設定されますと、ＳＦＤＲＵＮ起動

時に設定されたＯＮ時間／ＯＦＦ時間と現在時刻とを比較して、妥当なＯＮ／ＯＦＦ状態を出力します。 

③ 監視するデジタル端子のロケーションを定義します。端子番号の設定範囲は、設定項目タブ内で、デジタル

系タグを指定されたならば（１～３２）、アナログ系タグを指定されたならば（１～２）となります。 

      注意（１） グラフィックモニタで時計計器を設定可能なのは、計器ＵＰと計器部品の２つとなります。ランプや数 

            値表示などの部品にはアサインすることはできません。 

      注意（２） ＴＣＯで同一時刻の重複した設定をする場合、最大１０タグを上限として設定して下さい。それを越え 

            て設定された場合、ネットワーク負荷等により、指定分に設定できないことがあります。 

            「重複の条件について」 

・ 指定時間の場合の指定分と、１時間毎の指定分が同じ場合（ＯＮ／ＯＦＦいずれも）も重複とみなし

ます。 

・ ある指定時間のＴＣＯのＯＮ時間と、ある指定時間のＴＣＯのＯＦＦ時間が同じ場合も重複とみなしま

す。 

・ ある１時間毎のＴＣＯのＯＮ時間と、ある指定時間のＴＣＯのＯＦＦ時間が同じ場合も重複とみなしま

す。 

・ ＯＮ、またはＯＦＦの指定時間、または１時間毎が０：００分の場合、月日、時分、日、曜日のいずれと

も重複とみなします。 

・ アナログ設定で時分を指定した場合、ＯＮ、ＯＦＦの指定時間、または１時間毎の指定分と重複して

いるとみなします。 
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4.14 チューニング 
各タグのタグＮｏ・タグコメント部をマウス左ボタンでクリックすることにより、下図に示すチューニングウィンドウが

開きます。 

 

キースピード設定ボタン

パラメータ
計器フェース

リアルタイム

トレンドグラフ

リザーブボタン

 
 

チューニングウィンドウでは、次のことを実施することができます。 

 

① ＰＩＤパラメータなどの調整を行うことができます。 

② １秒周期でＰＶ・ＳＰ・ＭＶまたは端子の値をリアルタイムトレンドグラフで表示しますので、パラメータ調整結

果をグラフで確認することができます。 

③ 札掛けの設定を行うことができます。 

④ 数値増減キーのキースピードの設定を行うことができます。 

⑤ リザーブ機能により、最大４タグについてリアルタイムトレンドデータを過去２日分記録することができます。

記録したトレンドグラフデータを画面スクロールし確認することができます。 
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タグ種類によりチューニングウィンドウで操作可能な項目は、次表のようになります。 

 

タグ種類 パラメー

タ 

トレンド

グラフ 

計器 

フェース 

キー 

スピード 

リザーブ 備考 

標準タグ ＢＣＡ（基本型ＰＩＤ） ○ ○ ○ ○ ○  

ＥＣＡ（拡張型ＰＩＤ） ○ ○ ○ ○ ○  

ＭＶＡ（ＭＶ操作） × ○ ○ ○ ○ Ｅ 

ＲＳＡ（比率設定） ○ ○ ○ ○ ○ Ｇ 

ＩＮＤ（指示計） ○ ○ ○ ○ ○ Ｆ 

拡張タグ ＡＩ１（アナログ入力） ○ ○ ○ ○ ○ Ａ、Ｃ 

 ＡＯ１（アナログ出力） ○ ○ ○ ○ ○ Ｂ、Ｃ 

 ＤＩ１（接点入力） × ○ ○ × ○ Ｄ 

 ＤＯ１（接点出力） × ○ ○ × ○ Ｄ 

 ＩＳＷ（内部ＳＷ） × ○ ○ × ○ Ｄ 

 ＴＭＲ（タイマ） × ○ ○ ○ ○  

 ＣＴＲ（カウンタ） × ○ ○ ○ ○  

 ＡＳＷ（アラーム監視

ＳＷ） 

× ○ ○ × ○ Ｄ 

 ＢＰＳ（バッチ制御） ○ ○ ○ ○ ○  

 ＴＣＯ（時計出力） × ○ ○ × ○ Ｈ 

（○：項目あり、×：項目なし） 

 

A) 警報モジュールの設定が無い場合、パラメータはありません。 

B) 制限モジュールの設定が無い場合、パラメータはありません。 

C) アナログ端子のみのリアルタイムトレンドグラフを表示します。 

D) デジタル端子のみのリアルタイムトレンドグラフを表示します。（ＯＮが７５％、ＯＦＦが２５％位置） 

E) ＭＶのみのリアルタイムトレンドグラフを表示します。 

F) ＰＶのみのリアルタイムトレンドグラフを表示します。 

G) ＳＰはリアルタイムトレンドグラフに表示されません。 

H) デジタル系ならばデジタル端子のみのリアルタイムトレンドグラフを表示します（ＯＮが７５％、ＯＦＦが２５％

位置）。アナログ系タグならば、アナログ端子のみのリアルタイムトレンドグラフを表示します。 

 

 

また、各タグ種類で設定可能なパラメータは次のとおりです。 

 

タグ種類 設定可能なパラメータ 

標準タグ ＢＣＡ（基本型ＰＩＤ） ＰＢ・ＴＩ・ＴＤ・ＰＨ・ＰＬ・ＭＨ・ＭＬ・ＤＶ 

ＥＣＡ（拡張型ＰＩＤ） ＰＢ・ＴＩ・ＴＤ・ＰＨ・ＰＬ・ＭＨ・ＭＬ・ＤＶ 

ＭＶＡ（ＭＶ操作） なし 

ＲＳＡ（比率設定） ＰＨ・ＰＬ 

ＩＮＤ（指示計） ＰＨ・ＰＬ 

拡張タグ ＡＩ１（アナログ入力） ＰＨ・ＰＬ 

 ＡＯ１（アナログ出力） ＭＨ・ＭＬ 

 ＤＩ１（接点入力） なし 

 ＤＯ１（接点出力） なし 

 ＩＳＷ（内部ＳＷ） なし 

 ＴＭＲ（タイマ） なし 

 ＣＴＲ（カウンタ） なし 

 ＡＳＷ（アラーム監視Ｓ

Ｗ） 

なし 

 ＢＰＳ（バッチ制御） ＢＯ・ＢＰ・ＢＩ・Ａ０・Ａ１・Ａ２・Ａ３・Ｋ１・Ｋ２ 

 ＴＣＯ（時計出力） なし 
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4.15 札掛け 
チューニングウィンドウに表示される計器フェース部で、タグＮｏ・コメント部をマウス左ボタンでクリックすると以

下のダイアログボックスが表示され、札掛けの指定を行うことができます。 

 

①

②

③

④

 
 

 

札掛け機能 説明 

①札掛け色 計器フェースのタグＮｏ．・タグコメント部に札掛け色として、指定色を表示すること

ができます。 

②札掛けコメント 計器フェースの札掛けコメント部に表示する文字を指定できます。コメント文字を表

示しないか、“点検中”・“校正中”・“故障中”・“取外し”・“その他”の中から選択し、

表示することができます。 

③操作禁止 該当タグの操作の禁止を指定することができます。操作禁止中に計器フェースやチ

ューニングウィンドウにて設定変更などの操作を行うと、以下のダイアログが表示さ

れ、操作を受け付けません。 

 

 
 

④アラームバイパス アラームのバイパスを指定されているタグについては、アラームまたはメッセージが

発生しません。該当計器故障中などに、不要なアラームの発生を防ぐ目的で使用

します。 
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4.16 数値パッド 
計器フェース上のＳＰ値欄などでマウス左ボタンをクリックすると、値変更用に次の数値パッドが開かれます。マ

ウス左ボタンのクリックで、テンキー・数値増減キーを操作後、確定ボタンを押すことで、値の設定を行うことが

できます。 

 

入力値表示フィールドをクリア

入力を中断し数値パッドをクローズ

テンキー

数値増減キー

単位

入力値表示フィールド

入力値の符号反転

入力値を確定し送信
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4.17 キースピード 
数値パッド内の数値増減キーを押したときの値の変化スピードを調整することができます。 

アップダウンキーには高速キーと低速キーがあり、それぞれにキースピードの設定を行うことができます。 

 

高速キー

低速キー

 
 

キースピードの設定は、ＳＦＤＢＬＤのシステム構成登録または拡張タグ登録のタグ定義にて、以下のダイアログ

ボックスにより行います。また、ＳＦＤＲＵＮにおいては、各タグのチューニングウィンドウからキースピードの設定

を行うことも可能です。 

 

 
 

キースピードはタグ種別により、以下の設定項目となります。 

 

（１） SP高速キー、SP低速キー、MV 高速キー、MV 低速キーの変更が可能 

（２） SP低速キー、MV 低速キーの変更が可能 

（３） 高速キー 低速キーの変更が可能 

（４） 低速キーの変更が可能 

 

タグ種類 キースピードの設定タイプ 

標準タグ ＢＣＡ（基本型ＰＩＤ） ＴＹＰＥ１＝（１）、ＴＹＰＥ２＝（２） 

ＥＣＡ（拡張型ＰＩＤ） ＴＹＰＥ１＝（１）、ＴＹＰＥ２＝（２） 

ＭＶＡ（ＭＶ操作） ＴＹＰＥ１＝（１）、ＴＹＰＥ２＝（２） 

ＲＳＡ（比率設定） ＴＹＰＥ１＝（１）、ＴＹＰＥ２＝（２） 

ＩＮＤ（指示計） キースピード設定なし 

拡張タグ ＡＩ１（アナログ入力） キースピード設定なし 

 ＡＯ１（アナログ出力） ＴＹＰＥ１＝（３）、ＴＹＰＥ２＝（４） 

 ＤＩ１（接点入力） キースピード設定なし 

 ＤＯ１（接点出力） キースピード設定なし 

 ＩＳＷ（内部ＳＷ） キースピード設定なし 

 ＴＭＲ（タイマ） （３） 

 ＣＴＲ（カウンタ） （３） 

 ＡＳＷ（アラーム監視Ｓ

Ｗ） 

キースピード設定なし 

 ＢＰＳ（バッチ制御） （３） 

 ＴＣＯ（時計出力） キースピード設定なし 
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5 アラーム・メッセージ 

5.1  アラーム・メッセージの種類 
ＳＦＤＮでは、次のアラームまたはメッセージが発生します。 

 

大分類 小分類 説明 

タグアラーム 重アラーム 重レベルタグのアラーム 

重アラーム復帰 重レベルタグのアラーム復帰 

軽アラーム 軽レベルタグのアラーム 

軽アラーム復帰 軽レベルタグのアラーム復帰 

シーケンスメッセージ 運転開始・停止などのメッセージ 

ハードエラー カードのハードエラー 

操作ログ ＳＦＤＮからの値変更等の操作記録 

システムアラーム ＳＦＤＮ自体のエラーやイベント 

 

 タグアラームは標準タグ、拡張タグのＡＩ１でアラーム発生を指定したタグ、拡張タグのＡＳＷで種別にアラー

ムを指定したタグで発生するアラームです。 

 シーケンスメッセージは、拡張タグのＡＳＷで種別にシーケンスメッセージを指定したタグで発生するメッセ

ージです。 
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5.2  アラーム・メッセージの表示 
発生したアラーム・メッセージは、次に示すＳＦＤＲＵＮの「アラームツールバー」に表示されます。 

 

最新メッセージエリア

アラーム音停止ボタン

 
アラームまたはメッセージ発生時には最新メッセージエリアに表示されます。（点滅させて表示することを指定す

ることもできます。） 

また、ＳＦＤＲＵＮでは、過去１０００個分のアラームおよびメッセージが貯えられ、次のアラームサマリウィンドウ

にて確認することができます。 

 

 
 

表示するアラーム種別をどれにするかは、アラームサマリウィンドウの「表示アラーム選択」ボタンを押したとき

に表示される、次のダイアログボックスで制御することができます。 

 

 
 

選択された種別のアラームまたはメッセージのみが、①アラームツールバーの最新メッセージエリアに表示、②

アラームサマリウィンドウ内に表示、③指定されていれば印刷、④指定されていればＤＩＯカードへの接点出力さ

れます。 
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5.2.1  ビープ音 
アラームまたはメッセージが発生時に、パソコンのビープ音を鳴らすことができます。（指定方法はＳＦＤＢＬＤ操

作マニュアルのオプション設定を参照） 

 

大分類 小分類 ビープ音パターン 

タグアラーム 重アラーム １秒 １秒

  （連続音） 

 

重アラーム復帰 （発生しない） 

軽アラーム １秒 １秒

 （連続音） 

 

軽アラーム復帰 （発生しない） 

シーケンスメッセージ １秒

 （単発） 

ハードエラー １秒 １秒

 （連続音） 

 

操作ログ １秒

 （単発） 

システムアラーム １秒 １秒

 （連続音） 

 

ビープ音優先順位は、（高）ハードエラー＞重アラーム＞軽アラーム＞システムアラーム（低）とします。ビープ音

発生中に、より優先の高いメッセージが発生した場合、優先の高いメッセージのビープ音に切り替わります。 

 

発生中、ビープ音の停止は、アラームツールバーのアラーム音停止ボタンを押すか、最新メッセージエリアを押

すことにより行うことができます。 

 

最新メッセージエリア

アラーム音停止ボタン
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5.3  ＤＩＯカード接点の入出力 
アラーム・メッセージの発生をＤＩＯカードに出力することができます。本接点信号により、アラーム・メッセージの

発生状況に応じた外部機器の制御が可能です。（外部音源を駆動する・警報ランプを駆動するなど） 

 

ＤＩＯカード接点出力機能を次表にまとめます。 

 

項目 機能 指定可能な端子番号 

アラーム・メッセージ端子出力 重アラーム・軽アラーム・ハードエラー・操作ログ・シ

ステムアラーム・シーケンスメッセージの各アラー

ム・メッセージ発生時に指定接点をＯＮまたはＯＦＦ

します。 

２１～２８ 

アラーム解除端子出力 アラーム解除操作があった場合に、５秒間のアラー

ム解除出力（接点をＯＮまたはＯＦＦ）を行います。ア

ラーム解除操作とは、次の操作のことを言います。 

 

 ＳＦＤＲＵＮツールバーの最新メッセージエリア

またはアラーム音停止ボタンが選択された。 

最新メッセージエリア

アラーム音停止ボタン

 
 ＳＦＤＲＵＮツールバーのツール／アラーム音オ

フが選択された。 

 アラーム解除端子入力を検知した。 

 

２１～２８ 

アラーム解除端子入力 指定接点のＯＮトリガまたはＯＦＦトリガで、アラーム

解除を行います。ＳＦＤＮは本入力の検知で、ビープ

音などアラーム音の鳴動を停止します。 

１０～１７ 

 

ＤＩＯカード接点入出力機能の指定は、ＳＦＤＢＬＤオプション設定により行います。ＳＦＤＢＬＤ操作マニュアルをご

参照ください。 

 



ＳＦＤＮユーザーズマニュアル 

 44 MG CO., LTD.
www.mgco.jp

5.4  テキストファイル出力 
ＳＦＤＲＵＮでは、発生したメッセージを指定時刻範囲でテキストファイルへ出力することができます。 

テキストファイルへ次のフォーマットで出力されます。 

 

（種別）（日付），（時刻），（タグＮｏ．），（タグコメント），（メッセージ） 

 

大分類 小分類 出力例 

タグアラーム 重アラーム 1998/4/15,10:10:10,FIC201,流量 A,上限警報(重)発生 

重アラーム復帰     1998/4/15,10:10:10,FIC201,流量 A,上限警報(重)復帰 

軽アラーム 1998/4/15,10:10:10,FIC201,流量 A,上限警報(軽)発生 

軽アラーム復帰     1998/4/15,10:10:10,FIC201,流量 A,上限警報(軽)復帰 

シーケンスメッセージ <M> 1998/4/15,10:10:10,SEQ00,ﾎﾟﾝﾌﾟ A,運転開始 

ハードエラー <H> 1998/4/15,10:10:10,-,ST=0 CH=0,SEQ ﾃｰﾌﾞﾙ不正 

操作ログ <O> 1998/4/15,10:10:10,FIC201,流量 A,SP 変更 120.0℃ 

システムアラーム <S> 1998/4/15,10:10:10,-,-,Trend Log 欠側(PC) 

 重アラームには（重）、軽アラームには（軽）が付加されます。 

 発生には発生、復帰には復帰が付加されます。 

 復帰は先頭に４個のスペース文字（２０H）を付加し出力します。 

 シーケンスメッセージは<M>、ハードエラーは<H>、操作ログは<O>、システムアラームは<S>の文字が、種

別として先頭に付加されます。 

 最新メッセージおよびアラームサマリへの表示をするように指定している種別のアラームまたはメッセージ

のみ出力されます。 

 

 

出力ファイル内容の例を以下に示します。 

 

<O> 1998/04/25,15:35:55,TIC00000,反応缶上部温度,CL 変更(ON) 

    1998/04/25,15:35:45,TIC00000,反応缶上部温度,PV 上限警報 (重)復帰 

<S> 1998/04/25,15:35:32,,,通信 ERR(操作手順不当) 

1998/04/25,15:35:18,TIC00000,反応缶上部温度,PV 上限警報 (重)発生 

<O> 1998/04/25,15:34:44,TIC00000,反応缶上部温度,SP 変更(455.0℃) 

1998/04/25,15:33:55,AI10002,汚泥Ｂ部排出量,PV 上限警報 (軽)発生 

1998/04/25,15:33:54,AI10001,汚泥Ａ部排出量,PV 上限警報 (軽)発生 

<H> 1998/04/25,15:33:53,,ST=0 CD=0,CARD 復帰 

<H> 1998/04/25,15:33:53,,ST=0,STATION 復帰 

<H> 1998/04/25,15:33:52,,ADDR=1E,DLC2 復帰 
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5.5  印刷 
発生したアラーム・メッセージをプリンタへ印刷することを指定できます。（指定方法はＳＦＤＢＬＤ操作マニュアル

のオプション設定を参照） 

印刷フォーマットは、テキストファイルへの出力フォーマットと同じです。またテキストファイル出力同様、最新メッ

セージおよびアラームサマリへの表示をするように指定している種別のアラームまたはメッセージのみ出力され

ます。 

 

印刷先プリンタは、Ｗｉｎｄｏｗｓのマイコンピュータフォルダ－プリンタフォルダで指定されている「通常使うプリン

タ」となります。「通常使うプリンタ」の指定は、プリンタフォルダに表示されているインストール済みのプリンタで

マウス右ボタンをクリックしたときに開かれるポップアップメニューにて、「通常使うプリンタに設定」をチェックする

ことで行ってください。 
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5.6  システムアラーム一覧 
システムアラームのメッセージ一覧です。通信エラーを除いて、通常発生するメッセージではありません。 

 

メッセージ 内容と対策 

通信エラー（＊＊＊） カード側との通信において、エラーが発生したことを示します。＊＊＊にエラ

ー詳細が表示されます。 

トレンドログ欠測（PC） トレンドデータのロギング処理で、パソコンシステムに何らかの負荷がかかっ

た結果、収集周期に処理が間に合わなかったことを示します。もしＳＦＤＮ以

外のアプリケーションを起動されている場合、アプリケーションを終了させ再

度ＳＦＤＮを起動してください。 

トレンドロギング失敗 トレンドデータのロギング処理で、ファイルアクセスに失敗したことを示しま

す。ＯＳ付属機能などでディスクの診断を行ってください。 

チューニングログ欠測（PC） リザーブされたタグのチューニングデータロギング処理で、パソコンシステム

に何らかの負荷がかかった結果、収集周期に処理が間に合わなかったこと

を示します。もしＳＦＤＮ以外のアプリケーションを起動されている場合、アプリ

ケーションを終了させ再度ＳＦＤＮを起動してください。 

チューニングロギング失敗 リザーブされたタグのチューニングデータロギング処理で、ファイルアクセス

に失敗したことを示します。ＯＳ付属機能などでディスクの診断を行ってくださ

い。 

レポートログ欠測 レポートタグのロギング処理で、パソコンシステムに何らかの負荷がかかった

結果、収集周期に処理が間に合わなかったことを示します。もしＳＦＤＮ以外

のアプリケーションを起動されている場合、アプリケーションを終了させ再度Ｓ

ＦＤＮを起動してください。 

レポートログ欠測（セマフォ取

得失敗） 

レポートタグのロギング処理で、ＥａｓｙＲｅｐｏｒｔとのインタフェース処理に失敗

したことを示します。ＷｉｎｄｏｗｓのタスクマネージャでＥａｓｙＲｅｐｏｒｔが起動さ

れていれば強制終了し、パソコンを再起動してください。 

トレンドログファイル出力失敗 トレンドテキストなどのファイル出力処理で、ファイルアクセスに失敗したこと

を示します。ＯＳ付属機能などでディスクの診断を行ってください。 

アラームログファイル出力失敗 アラームテキスト出力処理で、ファイルアクセスに失敗したことを示します。Ｏ

Ｓ付属機能などでディスクの診断を行ってください。 
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5.7  ハードエラー一覧 
ハードエラーのメッセージ一覧です。 

 

メッセージ 内容 

ＥＥＰＲＯＭ書込中 

（ＤＣＳカード異常） 

ＤＣＳカードの内部処理が、前回の設定でＥＥＰＲＯＭへ設定中であるため

設定できない。 

（通常は、リトライするため表示されることはない。） 

ＤＡＴＡ構成不当 

（ＤＣＳカード異常） 

設定入力データの形式（フォーマット）が正しくない。 

（数値入力であるべきが文字データなどの入力が誤っている。） 

ＥＥＰＲＯＭ初期化未処理 

（ＤＣＳカード異常） 

アクセスしようとした計器ブロックのＥＥＰＲＯＭの内容が初期化されていな

い、または破壊されている。 

（ＥＥＰＲＯＭの初期化操作を行っていない、またはＤＣＳカードの故障等） 

ＥＥＰＲＯＭ書込不成功 

（ＤＣＳカード異常） 

ＤＣＳカードのＥＥＰＲＯＭに設定したが、読み返し値が一致しない。 

（ＤＣＳカードの故障等） 

ＤＬＣ２停止 

（ＤＬＣ２ユニット異常） 

ＤＬＣ２との通信が切断された。 

（ＤＬＣ２の電源断、故障、または接続ケーブルの断線等） 

ＳＴＡＴＩＯＮ停止 

（ＤＣＳまたはリモートＩ／Ｏステ

ーション異常） 

該当ＳＴＡＴＩＯＮがネットワークから切断された。 

（該当ＳＴＡＴＩＯＮの電源断、通信カード故障、または接続ケーブルの断線

等） 

ＣＡＲＤ停止 

（ＤＣＳカード異常） 

該当ＤＣＳカードがネットワークから切断された。 

（該当カードの電源断、該当カード故障、または接続ケーブルの断線等） 

ＣＡＲＤ ＭＥＭＯＲＹ異常 

（ＤＣＳカード異常） 

該当ＤＣＳカードでＥＥＰＲＯＭのチェックサム・エラーが発生した。 

（ＥＥＰＲＯＭの初期化操作を行っていない、またはＤＣＳカードの故障等） 

ＣＡＲＤ ＰＶ故障 

（ＤＣＳカード異常） 

該当ＤＣＳカードでＰＶ入力不当のエラーが発生している。 

（フィールド端子ブロックのＰＶ入力上下限警報が発生している。） 

ＣＡＲＤ ＭＶ故障 

（ＤＣＳカード異常） 

該当ＤＣＳカードでＭＶ出力不当のエラーが発生している。 

（フィールド端子ブロックのＭＶチェック入力とＭＶ出力の偏差警報が発生し

ている。） 

ＣＡＲＤ計器ＢＬＯＣＫ異常 

（ＤＣＳカード異常） 

該当ＤＣＳカードでエラーが発生している。 

（該当ＤＣＳカードの使用グループでエラーが発生しているグループがある。

システム共通テーブルでエラーの発生しているグループを確認して修正す

る必要がある。） 

ＣＡＲＤ過負荷 

（ＤＣＳカード異常） 

該当ＤＣＳカードの負荷が１００％を超えている。 

（該当ＤＣＳカードが制御周期内に全てを処理できなかった。） 

未定義異常ＩＤ＝Ｘ Ｐ＝Ｘ 

（判別不可エラー） 

ＳＦＤＮで判別できないハードエラーが発生した。 

（通常はありえない。） 
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6 オーバービュー 

6.1  オーバービュー機能 
オーバービューウィンドウが準備され、各ウィンドウでのアラーム発生状態の監視、各ウィンドウへの１タッチ展

開が可能です。インデックス用画面として用います。オーバービューウィンドウ内の各項目には自由に色を指定

することができますので、メニューの色分けを行うことができます。 
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6.2  オーバービュー項目 
オーバービュー項目に表示可能な情報と表示方法について説明します。 

 

項目タイトル

状態表示

ジャンプ先

 
 

各部の表示方法を次表にまとめます。 

 

登録ウィンドウ ジャンプ先表示方法 状態表示 

制御グループ ＣＧ００１（番号はページ番号） 制御グループに含まれるいずれかのタグでアラーム

が発生していたら点滅 

チューニング タグＮｏ． タグＮｏ．でアラームが発生していたら点滅 

オーバービュー ＯＶ００１（番号はページ番号） 該当オーバービューウィンドウのページ内のオーバー

ビュー項目で点滅していたら点滅 

トレンド ＴＲ００１（番号はページ番号） （変化しません） 

アラームサマリ ＡＬ００１（番号は固定） 新規未確認アラームありで点滅。 

グラフィックモニタ ＧＲ００１（番号はページ番号） （変化しません） 



ＳＦＤＮユーザーズマニュアル 

 50 MG CO., LTD.
www.mgco.jp

7 制御グループ 

7.1  制御グループ機能 
最大８タグを１グループにして制御グループを設定することができます。設定された制御グループで計器フェー

スを並べ、監視・操作を行うことができます。ＳＦＤＮでは、制御グループの設定を行うだけで、簡単に以下の制

御グループモニタを行うことができます。 

 

 
 

各タグの計器フェース操作については、本マニュアルタグの項をご参照ください。 
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8 トレンド 

8.1  トレンド機能 
１グループあたり８ペンのヒストリカルトレンドグループを最大８０グループまで実装することができます。最大１

年の長期保存や外部記憶装置へのデータ保存・再現など充実したトレンド機能を実現しています。 

 

 
 

トレンド機能の概要を次表にまとめます。 

 

項目 機能概要 

トレンド対象データ 全タグ種類のＰＶ・ＭＶ・ＳＰ・接点端子・アナログ端子・アラーム接点を収

集することができます。 

トレンドグラフ 全８０トレンドグループをページ切替えにて表示することができます。次の

充実したグラフ操作機能を有します。 

 過去データをスクロールし確認する機能 

 指定位置のアナログデータ値を確認する機能 

 横軸・縦軸サイズを様々なスパンに指定する機能 

 グラフにバイアスをかけ表示する機能 

 グラフの表示を一時的に行わない指定 

 目盛りの実量表示 

トレンド収集周期 トレンドグループ１～１６は１秒・１０秒から、その他のグループは、１０秒・

１分・１０分・２０分・３０分・６０分からの選択となります。 

トレンド保存期間 １～３６５日より指定できます。 

保存と再現 トレンドしたデータをディスクに保存し、また再現し表示する機能 

テキスト出力 トレンドしたデータをＣＳＶ形式のファイルに出力する機能 
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8.2  トレンドデータの保存と再現 
トレンドデータをディスクに保存し、保存しておいたトレンドデータを再度読み込み、トレンドグラフに再現すること

ができます。 

 

トレンドグループ１～１６の

トレンドデータ

トレンドグループ６５～８０の

トレンドデータ

トレンドグループ４９～６４の

トレンドデータ

トレンドグループ３３～４８の

トレンドデータ

トレンドグループ１７～３２の

トレンドデータ

トレンドグループ８１～９６の

トレンドデータ再現用

トレンド保存データファイル

 
 トレンドグループ１～１６、１７～３２、３３～４８、４９～６４、６５～８０の１６グループ単位で、指定日時以降の

データを指定データ間隔で、任意のトレンド保存データファイルに格納することができます。保存先は、ハー

ドディスク・フロッピディスクなど、任意の指定することができます。 

 トレンド保存データファイルに格納したトレンドデータを読み出し、データ再現用のトレンドグループ８１～９６

に表示することができます。 

 トレンド保存データファイルのファイル拡張子は TLB 固定です。エクスプローラなどファイル操作アプリケー

ションで拡張子を変更しないでください。 

 保存ファイルサイズは次の式にて算出します。 

 

１９７６＋（出力データ収集間隔での１日の点数×指定保存日数）×２６０ バイト 
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8.3  トレンドデータのテキストファイル出力 
収集したトレンドデータを指定日時範囲でテキストファイルに出力することができます。文字列および値をカンマ

（，）と改行記号で区切るＣＳＶ形式で出力されますので、市販の表計算ソフトで読み込むことが可能です。テキ

ストファイルへは、次にフォーマットで出力されます。 

 

%TREND,[トレンドグループ番号],[トレンドグループタイトル] 

[収集角レコード数] 

[データ１タグＮｏ．], [データ１タイプ], [データ１タグコメント],[データ１単位] 

                            ・ 

                            ・ 

[データ８タグＮｏ．], [データ８タイプ], [データ８タグコメント],[データ８単位] 

[レコード０／データ１収集日], [レコード０／データ１収集時刻], [レコード０／データ１値] 

                            ・ 

                            ・ 

[レコード０／データ８収集日], [レコード０／データ８収集時刻], [レコード０／データ８値] 

                            ・ 

                            ・ 

[レコードｎ／データ１収集日], [レコードｎ／データ１収集時刻], [レコードｎ／データ１値] 

                            ・ 

                            ・ 

[レコードｎ／データ８収集日], [レコードｎ／データ８収集時刻], [レコードｎ／データ８値] 

 

 

出力例を以下に示します。 

 

%TREND,1,TREND0001 

1754 

TIC00000,SP,反応缶上部温度,℃ 

TIC00000,PV,反応缶上部温度,℃ 

TIC00000,PV,反応缶上部温度,℃ 

TIC00001,SP,反応缶下部温度,℃ 

TIC00001,PV,反応缶下部温度,℃ 

TIC00000,MV,反応缶上部温度,% 

AI0000,,反応缶上部流量 1,m3/h 

AI0001,,反応缶上部流量 2,m3/h 

1998/04/08,12:09:20,400.0 

1998/04/08,12:09:20,1150.0 

1998/04/08,12:09:20,1150.0 

1998/04/08,12:09:20,0.00 

1998/04/08,12:09:20,0.00 

          ： 

          ： 

 

 

出力ファイルサイズは次の式にて算出します。（出力される可能性のある最大） 

 

（３９５＋（出力データ収集間隔での１日の点数×指定保存日数）×３２０）×１６ バイト 
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9 システムモニタ 

9.1  システムモニタ機能 
各カードの起動停止など運転状態の監視、およびスタート・ストップ命令の送信を行うことができます。 
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9.2  システムモニタのパスワード 
システムモニタでの操作にはパスワードの入力が必要です。プロジェクトの新規作成後、初めてＳＦＤＲＵＮで該

当プロジェクトのモニタを行う際には、以下のダイアログボックスで、パスワードの入力が求められます。 

 

 
 

入力されたパスワードをお忘れにならないようにご注意ください。もし、万が一、パスワードが不明となった場合

は、ＡＰＰＥＮＤＩＸに記載されるプロジェクトフォルダの拡張子がＰＡＳであるファイルを削除願います。削除すると、

ＳＦＤＲＵＮ起動時に再度パスワードの入力を求められます。 
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10 レポートタグ 

10.1 レポートタグの役割 
帳票ソフトパッケージ（ＥａｓｙＲｅｐｏｒｔ）側で利用するデータは、レポートタグとしてＳＦＤＮに登録する必要があり

ます。ＳＦＤＢＬＤで登録されたレポートタグは、ＳＦＤＲＵＮによって１分正時のタイミングで過去６０点分データ蓄

積されます。 

 

ＳＦＤ ＥａｓｙＲｅｐｏｒｔ

レポートタグロギングデータ

過去６０レコード分

１時間正時１分正時

 
 

 

レポートタグは「タグＮｏ．－タイプ」の形式となります。 

レポートタグは、最大１５００点の登録が可能です。 

ＥａｓｙＲｅｐｏｒｔ側設定については、ＥａｓｙＲｅｐｏｒｔのマニュアルをご参照ください。 
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11 グラフィックモニタ 

11.1 グラフックモニタ 
ＳＦＤＮでは、ご自由にデザインいただき、監視・操作画面を作成する機能を備えています。各種のグラフィック

部品があらかじめ準備されており、ＣＡＤライクに作成した背景画にグラフィック部品を貼りつけるだけで、簡単に

作成することができます。 

 

 
 

ＳＦＤＮではグラフィックモニタ画面として、９９枚の画面を実装することができます。また、２５６色および高解像

度に対応しており、多くの情報を１画面内に納めることができます。 
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11.2 グラフィック部品の種類 
 

部品 説明 

ボタン 

 

オルタネート 指定された接点に、マウス左ボタンでクリックする毎に１と０を交互

にセットします。 

モーメンタリ 指定された接点に、マウス左ボタンでクリックすると１、マウス左ボ

タンを離すと０をセットします。 

マウス左ボタンを離しＯＦＦ操作を行った際に、まれにＯFF に復帰し

ないことがあります。再度マウス左ボタンでクリックすることで復帰

しますが、その間本ボタンに割り付けられたタグはＯＮの状態を保

持します。本ボタン操作時は確実に操作を行って下さい。 

画面切換 マウス左ボタンでクリックするか指定された接点の値変化で、指定

された画面に切り替えます。 

計器ＵＰ マウス左ボタンでクリックすると、指定されたタグの計器フェースを

ポップアップします。ポップアップされた計器フェースは、グラフィック

モニタウィンドウ内にて移動及び伸縮が可能となります。 

変形ボタン 

（形状はユーザ定義） 

ボタンと同じ機能を持ちますが、ボタン形状をユーザで自由に作成することができま

す。 

ランプ 

 

接点の状態で、表示色を変化させます。 

変形ランプ 

（形状はユーザ定義） 

ランプと同じ機能を持ちますが、ランプ形状をユーザで自由に作成することができま

す。 

数値設定 

 

データを表示し、本部品をマウス左ボタンでクリックすると、数値設定用のパッドを開

きます。 

数値表示 

 

データを表示します。 

シンプル数値設定 

 

データを簡易フォーマットにて表示し、本部品をマウス左ボタンでクリックすると、数

値設定用のパッドを開きます。 

シンプル数値表示 

 

データを簡易フォーマットで表示します。 

計器 

 

指定したタグの計器フェースを表示し、操作を受け付けます。 

（計器の操作方法は、タグの項を参照ください。） 

ホッパフィル 

 

指定したデータ値に従い、ホッパ内を塗りつぶします。左の３形状より選択すること

ができます。 

名板 

 

文字列の表示板です。 

メータ形計器 

 
 

指定されたタグの値をメータ形にて表示します。 

本部品には、２つまたは３つのボタンを含めることができます。 

ボタンはグラフィックボタンと同様の設定を行うことができます。 
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11.3 グラフィック部品のプロパティ仕様 
11.3.1  ボタン 

 

項目 設定範囲 備考 

種別 種別 オルタネート・モーメンタリ・画面切換・計器ＵＰ ⑦ 

ＡＣＫ（問い合わせ機能） 有効または無効 ⑥ 

参照タグ 接点ＡのタグＮｏ．とタイプ ＯＮ／ＯＦＦもしくは参照する接点となるタグ＋タイプ  

接点ＢのタグＮｏ．とタイプ ＯＮ／ＯＦＦもしくは参照する接点となるタグ＋タイプ  

計器タグＮｏ． 種別が計器のときの、ポップアップ表示するタグＮｏ．  

参照接点の選択 「接点ＡをＯＮ／ＯＦＦしかつ参照して色替え」「接点Ａ

をＯＮ／ＯＦＦし、接点Ｂを参照して色替え」から選択 

① 

文字 文字１～文字３ 各半角で６文字まで（計半角で１８文字）でボタン表

面の文字 

全角可能 

文字色 文字の色を２５６色より選択  

倍率 文字の表示倍率を１倍、４倍、９倍より選択  

形状 参照接点ＯＮ時の色 ２５６色より選択 ② 

参照接点ＯＦＦ時の色 ２５６色より選択 ③ 

影の色 立体感を出すための影の色を２５６色より選択  

参照接点ＯＮ時のブリンク

の有無 

有または無 ② 

画面切換 画面種類 ジャンプ先画面種類をオーバービュー・制御グルー

プ・アラームサマリ・トレンド・グラフィック・システムモ

ニタより選択 

⑤ 

画面番号 ジャンプ先画面のジャンプ先ページ番号 ④⑤ 

参照接点ＯＦＦ→ＯＮ時の

自動画面切換え有無 

有または無 ⑤ 

① 種別がオルタネートおよびモーメンタリのときは、「接点ＡのタグＮｏ．＋タイプをボタン操作でＯＮまたはＯＦ

Ｆし、かつその接点を参照してボタンの色を変化させる方法」と「接点ＡのタグＮｏ．＋タイプをボタン操作で

ＯＮまたはＯＦＦし、かつそれ以外の接点Ｂを参照してボタンの色を変化させる方法」の２つより選択するこ

とができます。 

ボタン

接点Ａ 接点Ａ 接点Ｂ

ボタン

接点ＡをＯＮ／ＯＦＦし

かつ参照して色替え

接点ＡをＯＮ／ＯＦＦし

接点Ｂを参照して色替え

 
 

種別が画面切換のとき、接点のＯＮ／ＯＦＦは行われず、「接点ＡをＯＮ／ＯＦＦしかつ参照して色替え」は接

点Ａを参照しての色替え、「接点ＡをＯＮ／ＯＦＦし、接点Ｂを参照して色替え」は接点Ｂを参照しての色替え

の意味となります。種別が計器ＵＰのとき、本設定は意味を持ちません。（接点参照により色替えは行われ

ません） 

② 種別が計器ＵＰのとき、本設定は意味を持ちません。 

③ 種別が計器ＵＰのとき、本設定はボタン表面の色の意味となります。 

④ ＳＦＤＲＵＮでグラフィックモニタウィンドウのボタン貼り付け画面が開かれているとき有効です。 

⑤ 種別が画面切換のときのみ有効です。 

⑥ 種別がオルタネートのときのみ有効です。 

⑦ モーメンタリボタンは、マウス左ボタンを離しＯＦＦ操作を行った際に、まれにＯＦＦに復帰しないことがありま

す。再度マウス左ボタンでクリックすることで復帰しますが、その間本ボタンに割り付けられたタグはＯＮの

状態を保持します。本ボタン操作時は確実に操作を行って下さい。 
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11.3.2  変形ボタン 
 

項目 設定範囲 備考 

種別 種別 オルタネート・モーメンタリ・画面切換・計器ＵＰ ⑦ 

ＡＣＫ（問い合わせ機能） 有効または無効 ⑥ 

参照タグ 接点ＡのタグＮｏ．とタイプ ＯＮ／ＯＦＦもしくは参照する接点（タグ＋タイプ）  

接点ＢのタグＮｏ．とタイプ ＯＮ／ＯＦＦもしくは参照する接点（タグ＋タイプ）  

計器タグＮｏ． 種別が計器のときの、ポップアップ表示するタグＮｏ．  

参照接点の選択 「接点ＡをＯＮ／ＯＦＦしかつ参照してＩＦＥ部品替え」

「接点ＡをＯＮ／ＯＦＦし、接点Ｂを参照してＩＦＥ部品

替え」から選択 

① 

ＩＦＥ ＯＮ時ＩＦＥ部品 参照接点ＯＮ時に表示するＩＦＥ部品 ② 

ＯＦＦ時ＩＦＥ部品 参照接点ＯＦＦ時に表示するＩＦＥ部品 ③ 

画面切換 画面種類 ジャンプ先画面種類をオーバービュー・制御グルー

プ・アラームサマリ・トレンド・グラフィック・システムモ

ニタより選択 

⑤ 

画面番号 ジャンプ先画面のジャンプ先ページ番号 ④⑤ 

参照接点ＯＦＦ→ＯＮ時の

自動画面切換え有無 

有または無 ⑤ 

① 種別がオルタネートおよびモーメンタリのときは、「接点ＡのタグＮｏ．＋タイプをボタン操作でＯＮまたはＯＦ

Ｆし、かつその接点を参照して表示ＩＦＥ部品を変化させる方法」と「接点ＡのタグＮｏ．＋タイプをボタン操作

でＯＮまたはＯＦＦし、かつそれ以外の接点Ｂを参照して表示ＩＦＥ部品を変化させる方法」の２つより選択す

ることができます。 

変形

ボタン

接点Ａ 接点Ａ 接点Ｂ

変形

ボタン

接点ＡをＯＮ／ＯＦＦし

かつ参照してＩＦＥ部品

替え

接点ＡをＯＮ／ＯＦＦし

接点Ｂを参照してＩＦＥ

部品替え

 
 

種別が画面切換のとき、接点のＯＮ／ＯＦＦは行われず、「接点ＡをＯＮ／ＯＦＦしかつ参照してＩＦＥ部品替

え」は接点Ａを参照してのＩＦＥ部品替え、「接点ＡをＯＮ／ＯＦＦし、接点Ｂを参照してＩＦＥ部品替え」は接点Ｂ

を参照してのＩＦＥ部品替えの意味となります。種別が計器ＵＰのとき、本設定は意味を持ちません。（接点

参照によりＩＦＥ部品替えは行われません） 

② 種別が計器ＵＰのとき、本設定は意味を持ちません。 

③ 種別が計器ＵＰのとき、本設定は表示するＩＦＥ部品の意味となります。 

④ ＳＦＤＲＵＮでグラフィックモニタウィンドウのボタン貼り付け画面が開かれているとき有効です。 

⑤ 種別が画面切換のときのみ有効です。 

⑥ 種別がオルタネートのときのみ有効です。 

⑦ モーメンタリボタンは、マウス左ボタンを離しＯＦＦ操作を行った際に、まれにＯＦＦに復帰しないことがありま

す。再度マウス左ボタンでクリックすることで復帰しますが、その間本ボタンに割り付けられたタグはＯＮの

状態を保持します。本ボタン操作時は確実に操作を行って下さい。 
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11.3.3  ランプ 
 

項目 設定範囲 備考 

参照タグ 接点ＡのタグＮｏ．とタイプ ＯＮ／ＯＦＦもしくは参照する接点となるタグ＋タイプ  

 接点ＢのタグＮｏ．とタイプ ＯＮ／ＯＦＦもしくは参照する接点となるタグ＋タイプ  

 参照接点の選択 「接点Ａのみを参照して色替え」「接点Ａと接点Ｂの２

つを参照して色替え」から選択 

① 

文字 文字１～文字３ 各半角で６文字まで（計半角で１８文字）でボタン表

面の文字 

全角可能 

 文字色 文字の色を２５６色より選択  

 倍率 文字の表示倍率を１倍、４倍、９倍より選択  

形状 接点ＯＮ時の色 ２５６色より選択  

 接点ＡのみＯＮ時の色 ２５６色より選択 ② 

 接点ＢのみＯＮ時の色 ２５６色より選択 ② 

 接点ＯＦＦ時の色 ２５６色より選択  

 影の色 立体感を出すための影の色を２５６色より選択  

 接点ＯＮ時のブリンク有無 有または無  

 接点ＡのみＯＮ時のブリン

ク有無 

有または無 ② 

 接点ＢのみＯＮ時のブリン

ク有無 

有または無 ② 

① 「接点ＡのタグＮｏ．＋タイプを参照して色を変化させる方法」と「接点Ａと接点ＢのタグＮｏ．＋タイプ、２つを

参照して、接点状態の組み合わせで４色に色を変化させる方法」の２つより選択することができます。 

 

ランプ

接点Ａ 接点Ａ 接点Ｂ

ランプ

接点Ａのみを参照して色

替え

接点Ａと接点Ｂの２つを

参照して色替え

 
② 「接点Ａと接点Ｂの２つを参照して色替え」のときのみ有効 
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11.3.4  変形ランプ 
 

項目 設定範囲 備考 

参照タグ 接点ＡのタグＮｏ．とタイプ ＯＮ／ＯＦＦもしくは参照する接点となるタグ＋タイプ  

 接点ＢのタグＮｏ．とタイプ ＯＮ／ＯＦＦもしくは参照する接点となるタグ＋タイプ  

 参照接点の選択 「接点Ａのみを参照して色替え」「接点Ａと接点Ｂの２

つを参照して色替え」から選択 

① 

形状 接点ＯＮ時ＩＦＥ部品 接点ＯＮ時に表示するＩＦＥ部品  

 接点ＡのみＯＮ時ＩＦＥ部品 接点ＡのみＯＮ時に表示するＩＦＥ部品 ② 

 接点ＢのみＯＮ時ＩＦＥ部品 接点ＯＮ時に表示するＩＦＥ部品 ② 

 接点ＯＦＦ時ＩＦＥ部品 接点ＯＦＦ時に表示するＩＦＥ部品  

① 「接点ＡのタグＮｏ．＋タイプを参照してＩＦＥ部品を変化させる方法」と「接点Ａと接点ＢのタグＮｏ．＋タイプ、

２つを参照して、接点状態の組み合わせで４つのＩＦＥ部品を変化させる方法」の２つより選択することがで

きます。 

 

変形

ランプ

接点Ａ 接点Ａ 接点Ｂ

変形

ランプ

接点Ａのみを参照してＩ

ＦＥ部品替え

接点Ａと接点Ｂの２つを

参照してＩＦＥ部品替え

 
② 「接点Ａと接点Ｂの２つを参照してＩＦＥ部品替え」のときのみ有効 
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11.3.5  数値設定 
 

項目 設定範囲 備考 

参照タグ タグＮｏ．とタイプ 表示・設定するタグ＋タイプ  

文字 文字 半角で１６文字まで部品面の文字 全角可能① 

文字の文字倍率 文字の表示倍率を１倍、４倍、９倍より選択  

単位 半角で６文字まで部品面の単位文字 全角可能① 

単位の文字倍率 文字の表示倍率を１倍、４倍より選択  

文字色 文字・単位の色を２５６色より選択  

形状 面の色 部品面の色を２５６色より選択  

影の色 立体感を出すための影の色を２５６色より選択  

入力パッドのタイプ 数値パッド・テンキーパッドより選択 ②③ 

① プロパティ設定に従い、部品には次のように表示されます。 

文字表示位置

単位表示位置値表示位置

 
② 入力パッドのタイプが数値パッドのときは、部品面をマウス左ボタンでクリックすると、次のパッドが開かれ、

値の設定を受け付けます。 

 

入力値表示フィールドをクリア

入力を中断し数値パッドをクローズ

テンキー

数値増減キー

単位

入力値表示フィールド

入力値の符号反転

入力値を確定し送信

 
 

③ 入力パッドのタイプがテンキーパッドのときは、部品面をマウス左ボタンでクリックすると、次のパッドが開

かれ、値の設定を受け付けます。 

数値増減キー

値表示フィールド

の値を送信し、パ

ッドをクローズ

値表示フィールド

単位
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11.3.6  数値表示 
 

項目 設定範囲 備考 

参照タグ タグＮｏ．とタイプ 表示するタグ＋タイプ  

文字 文字 半角で１６文字まで部品面の文字 全角可能① 

文字の文字倍率 文字の表示倍率を１倍、４倍、９倍より選択  

単位 半角で６文字まで部品面の単位文字 全角可能① 

単位の文字倍率 文字の表示倍率を１倍、４倍より選択  

文字色 文字・単位の色を２５６色より選択  

形状 面の色 部品面の色を２５６色より選択  

影の色 立体感を出すための影の色を２５６色より選択  

① プロパティ設定に従い、部品には次のように表示されます。 

文字表示位置

単位表示位置値表示位置
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11.3.7  シンプル数値設定 
 

項目 設定範囲 備考 

参照タグ タグＮｏ．とタイプ 表示・設定するタグ＋タイプ  

文字 単位 半角で６文字まで部品面の単位文字 全角可能① 

単位の文字倍率 文字の表示倍率を１倍、４倍、９倍、縮小より選択④  

文字色 文字・単位の色を２５６色より選択  

形状 面の色 部品面の色を２５６色より選択  

囲み枠の色 囲み枠の色を２５６色より選択  

囲み枠の有無 有または無  

入力パッドのタイプ 数値パッド・テンキーパッドより選択  

①  プロパティ設定に従い、部品には次のように表示されます。 

囲み枠表示位置

単位表示位置

値表示位置

６００ ℃

 
② 入力パッドのタイプが数値パッドのときは、部品面をマウス左ボタンでクリックすると、次のパッドが開かれ、

値の設定を受け付けます。 

 

入力値表示フィールドをクリア

入力を中断し数値パッドをクローズ

テンキー

数値増減キー

単位

入力値表示フィールド

入力値の符号反転

入力値を確定し送信

 
 

③ 入力パッドのタイプがテンキーパッドのときは、部品面をマウス左ボタンでクリックすると、次のパッドが開 

かれ、値の設定を受け付けます。 

 

数値増減キー

値表示フィールド

の値を送信し、パ

ッドをクローズ

値表示フィールド

単位

 
 

④ ＤＯＳ版グラフィック処理と、ＷｉｎｄｏｗｓＡＰＩ制約により、縮小サイズ半角文字のサイズは、ＤＯＳ版の１／２

サイズとなります 
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11.3.8  シンプル数値表示 
 

項目 設定範囲 備考 

参照タグ タグＮｏ．とタイプ 表示するタグ＋タイプ  

文字 単位 半角で６文字まで部品面の単位文字 全角可能① 

単位の文字倍率 数値・単位の表示倍率を１倍、４倍、９倍、縮小より選

択 

② 

文字色 単位の色を２５６色より選択  

形状 囲み枠の色 囲み枠の色を２５６色より選択  

面の色 部品面の色を２５６色より選択  

囲み枠の有無 有または無 ① 

① プロパティ設定に従い、部品には次のように表示されます。 

囲み枠表示位置

単位表示位置

値表示位置

６００ ℃

 
 

② ＤＯＳ版グラフィック処理と、ＷｉｎｄｏｗｓＡＰＩ制約により、縮小サイズ半角文字のサイズは、ＤＯＳ版の１／２

サイズとなります。 
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11.3.9  ホッパフィル 
 

項目 設定範囲 備考 

参照タグ タグＮｏ．とタイプ 参照するタグ＋タイプ ① 

形状 面の色 部品面の色を２５６色より選択  

塗りつぶし色 塗りつぶしの色を２５６色より選択  

影の色 立体感を出すための影の色を２５６色より選択  

形状 形状Ａ・Ｂ・Ｃより選択 ② 

① 参照タグのタグＮｏ．とタイプのフルスケールを０－１００％とし、部品面を指定色で塗りつぶします。 

② 形状は次の３つより選択可能です。 

 

形状Ａ 形状Ｂ

形状Ｃ
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11.3.10  計器 
 

項目 設定範囲 備考 

参照タグ タグＮｏ．とタイプ 表示・設定するタグＮｏ． ① 

① 参照タグのタグＮｏ．の計器フェースが表示され、計器フェースの操作を受け付けます。 
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11.3.11  名板 
 

項目 設定範囲 備考 

文字 文字 半角で１６文字まで部品面の文字 全角可能 

文字の文字倍率 文字の表示倍率を１倍、４倍、９倍より選択  

文字色 文字・単位の色を２５６色より選択  

形状 面の色 部品面の色を２５６色より選択  

影の色 立体感を出すための影の色を２５６色より選択  
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11.3.12  メータ形計器 
 

項目 設定範囲 備考 

参照タグ タグＮｏ．とタイプ 表示するタグＮｏ．＋タイプ  

ボタン ボタン数 ボタンなし・２ボタン付き・３ボタン付き  

ボタン設定１ グラフィックボタンと同等の設定 ② 

ボタン設定２ グラフィックボタンと同等の設定 ② 

ボタン設定３ グラフィックボタンと同等の設定 ② 

文字 文字 半角で１６文字まで部品面の文字 全角可能① 

文字の文字倍率 文字の表示倍率を１倍、４倍、９倍より選択  

単位 半角で６文字まで部品面の単位文字 全角可能① 

単位の文字倍率 文字の表示倍率を１倍、４倍、９倍より選択  

文字色 文字・単位の色を２５６色より選択  

ＰＨ／ＰＬ範囲内色 ＰＨ／ＰＬの範囲内色を２５６色より選択 ①③ 

ＰＨ／ＰＬ範囲外色 ＰＨ／ＰＬの範囲外色を２５６色より選択 ①③ 

形状 面の色 部品面の色を２５６色より選択  

影の色 立体感を出すための影の色を２５６色より選択  

① プロパティ設定に従い、部品には次のように表示されます。 

メータ部は、―３５％～＋１３５％の範囲で表示されます。 

 

 

② メータ形計器内のボタン数は、以下の３パターンから選択します。 

 

 

 

 

 

③ メータ計器のＰＨ・ＰＬは、ＳＦＤＲＵＮ立ち上げ時にはＳＦＤＢＬＤの対象タグのタグ定義→パラメータで設定さ

れている上限・下限設定値で表示されます。Ａｉ１拡張タグなどで、タグ定義→ロケーションにて上下限警報

用グループを使用しない・上限・下限警報端子のどちらかを使用しないなどに設定している場合は、表示さ

れません。ＳＦＤＲＵＮ起動後のメータ計器のＰＨ・ＰＬ更新は、対象タグのチューニング画面表示時にのみ行

われます。 

文字表示位置 

値表示位置 単位表示位置 

PH/PL 範囲内色 
PH/PL 範囲外色 

ボタンなし 

２ボタン付き 

３ボタン付き 
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12 レシピ 

12.1 レシピ機能 
レシピ機能により、データの一括ダウンロード・アップロードを行うことができます。ＳＦＤＮでは最大５０のレシピ

を扱うことができます。 

 

 
 

操作方法について詳しくは、「ＳＦＤＮ ＳＦＤＲＵＮ操作マニュアル」を参照してください。 
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12.2 レシピの準備 
12.2.1  レシピファイル 

レシピ利用時は２つの種類のテキストファイルを準備します。 

 

レシピファイル 説明 ファイル名の付け方 

レシピＩＴＥＭ定義ファイル どのデータの組み合わせでダウンロー

ドまたはアップロードするかを定義しま

す。 

ステーション番号・カード番号・グループ

番号・アイテム番号の形式で、複数ＩＴＥ

Ｍを定義します。 

ファイル拡張子を．ＲＤＦとします。 

レシピＤＡＴＡファイル ダウンロードするデータ値、またはアッ

プロードしたデータを格納するファイル

です。 

レシピＩＴＥＭ定義ファイルと同じファイ

ル名を持つファイルはレシピＤＡＴＡフ

ァイルとして扱われます。 

拡張子で区別することにより、ひとつ

のレシピＩＴＥＭ定義ファイルに対して

複数のレシピＤＡＴＡファイルを準備す

ることができます。 

 

なお、作成レシピファイルは、各プロジェクトのＲＣＰフォルダに格納しておきます。 
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12.2.2  レシピＩＴＥＭ定義ファイルのフォーマット 
レシピＩＴＥＭ定義ファイルでは、どのデータの組み合わせでダウンロードまたはアップロードするかを定義します。

タイトルと、１つ以上のＩＴＥＭを定義します。（ＤＬＡ２には対応していません。） 

 

●タイトル部 

TITLE,[タイトル文字列] 

 

識別子 TITLE とカンマに引き続き、タイトル文字列を定義します。本定義は定義ファイルの１行目になければい

けません。また、タイトル文字列の最大文字列長は半角３２文字です。（全角可能） 

 

●ITEM 部 

#[データ識別コード], [ステーション番号], [カード番号], [グループ番号], [アイテム番号] 

 

識別子#に引き続き、データ識別コード、ステーション番号（１６進で０～の値）、カード番号（１６進で０～の値）、

グループ番号（１０進）、アイテム番号（１０進）の順で１つの ITEMを定義します。データ識別コードによって、後述

するレシピＤＡＴＡファイルとリンクします。 

データ識別コードは、先頭の１６文字が有効です。また、１ファイルで最大２０４８個の ITEM を定義することがで

きます。 

 

●定義例 

ステーション０、カード０、グループ２の SP（３３）・PB（４２）・TI（４３）・TD（４４）にアクセスする例です。 

 

TITLE,サンプルレシピ 

#DATA1,0,0,2,33 

#DATA1,0,0,2,42 

#DATA1,0,0,2,43 

#DATA1,0,0,2,44 

 

 

12.2.3  レシピＤＡＴＡファイルのフォーマット 
レシピＤＡＴＡファイルは、ダウンロードするデータ値、またはアップロードしたデータを格納するファイルです。タ

イトルと、１つ以上のデータで構成されます。 

 

●タイトル部 

TITLE,[タイトル文字列] 

 

識別子 TITLE とカンマに引き続き、タイトル文字列を定義します。本定義は定義ファイルの１行目になければい

けません。また、タイトル文字列の最大文字列長は半角３２文字です。（全角可能） 

 

●データ部 

#[データ識別コード], [値] 

 

データ識別コードには、先のレシピＩＴＥＭ定義ファイルで定義したものを記述してください。 

 

●定義例 

TITLE,サンプルレシピデータ 

#DATA1,100 

#DATA1,120 

#DATA1,10 

#DATA1,3 
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13 プログラミングユニット 

13.1 プログラミングユニット機能 
プログラミングユニット機能により、ＳＦＤＲＵＮ上でＰＵ－２相当の操作が可能です。 

 

 
 

操作方法について詳しくは、「ＳＦＤＮ ＳＦＤＲＵＮ操作マニュアル」を参照してください。 
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14 ＳＦＤＲＵＮ起動時初期ウィンドウの指定 

14.1 ＳＦＤＲＵＮ読み込みプロジェクトの指定 
ＳＦＤＲＵＮ起動時に自動で読込むプロジェクトを指定することができます。ＳＦＤＢＬＤプロジェクトダイアログの起

動時読み込みをチェックすることで指定します。どのプロジェクトもチェックされていないとき、ＳＦＤＲＵＮ起動時

にプロジェクト選択ダイアログボックスが開きます。 

 

 

 

14.2 ＳＦＤＲＵＮ起動時ウィンドウの指定 
ＳＦＤＲＵＮ起動時に初期表示するウィンドウの指定を行うことができます。指定方法としては、（１）ＳＦＤＲＵＮ前

回終了時に開いていたウィンドウを再現、（２）ＳＦＤＲＵＮ前回終了時に開いていたウィンドウに関わらず指定の

ウィンドウで初期表示する、の２種類より選択することができます。 

指定はＳＦＤＢＬＤのオプション設定ダイアログボックスで行います。個所①でＳＦＤＲＵＮ前回終了時に開いてい

たウィンドウを再現するか／しないかを選択し、しない場合、個所②で初期表示するウィンドウと各ページを選択

します。 

 

①

②
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15 ＳＦＤＲＵＮからの帳票起動及びバッチ起動の指定 
ＳＦＤＲＵＮ起動時に帳票及びバッチの起動を指定することができます。ＳＦＤＢＬＤプロジェクトダイアログの帳票

起動（箇所①）及びバッチ起動（箇所②）をチェックすることで指定します。本項目が設定されていないプロジェク

トをＳＦＤＲＵＮで読み込んだ場合は、ＳＦＤＲＵＮからの帳票画面への切替またはバッチ画面への切替を行うこと

はできません。 

 

 

 

 

 

① 

② 
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16 操作ロック 
操作ロック機能によりＳＦＤＲＵＮの設定関連操作を一時的に禁止することができるため、不要な誤操作防止に

役立ちます。 

 

操作ロック中は、ステータスバーに南京錠マークが表示され、操作ロック中であることを確認することができま

す。 
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17 画面印刷 
SFDRUNでは画面印刷（ハードコピー）を行うことができますので、調整結果の記録などにご利用ください。 

 

画面印刷例 
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18 通信ポート 
SFDBLD では、通信にて使用する通信ポートの切替を行うことができます。 

SFDBLD のオプションダイアログ中の通信ポートタブを選択しますと、下図のような画面が表示されます。 

下図画面は、Ｍ－Ｂｕｓ／ＣＯＭ１選択中を表しています。 

 

 

本画面上より SFDN にて使用する通信ポートを選択することができます。 

また、本項目は、プロジェクト単位の設定とは異なり、全プロジェクト共通の設定となります。 

 

また、この設定では、ＮＴのブート情報ファイル（Ｃ：￥ＢＯＯＴ．ＩＮＩ）に以下の部分が追加されます。 

 

ｍｕｌｔｉ（０）ｄｉｓｋ（０）ｒｄｉｓｋ（０）ｐａｒｔｉｔｉｏｎ（１）￥ＷＩＮＮＴ＝“Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴ Ｗｏｒｋｓｔａｔｉｏｎ Version ４．００” ／

ＮｏＳｅｒｉａｌＭｉｃｅ＝ＣＯＭ１ 

（ＣＯＭ部分は、指定シリアルポート） 

 

この設定は、ブート時のシリアルポートの接続状況確認を止めるための設定です。 

（ＤＬＣ２等、ＰｎＰ対応していない通信機器が接続されている場合に、Ｗｉｎｄｏｗｓ自身がシリアルポートを認識し

ない場合があるためです。よって、シリアルポートの変更を行った場合には、システムの再立ち上げが必要とな

ります。） 

この設定内容は、ＳＦＤＮの削除（アンインストール）を行っても元には戻りません。 

 

また、ＮｅｓｔＢｕｓ選択中は、ＰＣ番号の設定も（０～３）の範囲内にて可能となり、Ｌ－Ｂｕｓ選択中は、本機能を使

用することはできません。 
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19 ＳＦＤＮ対応バス切替 

19.1 バス切替 
ＳＦＤＮインストール後に、対応バスの切替を行いたい場合は、ＢＯＯＴＩＮＩ．ＥＸＥを使用します。 

まず、エクスプローラー等よりＢＯＯＴＩＮＩ．ＥＸＥを起動してください。ＢＯＯＴＩＮＩ．ＥＸＥは、ＳＦＤＮのインストール

先フォルダに存在します。下図のようなデフォルト設定を使用した場合は、Ｃ：￥ＭＳＹＳＮＥＴにＢＯＯＴＩＮＩ．ＥＸＥ

が存在します。 

 

 

ＢＯＯＴＩＮＩ．ＥＸＥを起動しましたら、ＳＦＤＮにて使用するバスを選択し、ＯＫしてください。 

 

 

その後、Ｗｉｎｄｏｗｓを再起動してからＳＦＤＮを起動してください。 

ＢＯＯＴＩＮＩ．ＥＸＥで表示されるＢｕｓ及び通信ポートのデフォルト値は、Ｍ－Ｂｕｓ／ＣＯＭ１となっています。 

本設定は、プロジェクト単位の設定とは異なり、全プロジェクト共通の設定となります。 

 

またこの設定では、前頁の通信ポート切替時と同様に、ＮＴのブート情報ファイル（Ｃ：￥ＢＯＯＴ．ＩＮＩ）に、以下の

部分が追加されます。 

 

ｍｕｌｔｉ（０）ｄｉｓｋ（０）ｒｄｉｓｋ（０）ｐａｒｔｉｔｉｏｎ（１）￥ＷＩＮＮＴ＝“Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴ Ｗｏｒｋｓｔａｔｉｏｎ Version ４．００” ／

ＮｏＳｅｒｉａｌＭｉｃｅ＝ＣＯＭ１ 

（ＣＯＭ部分は、指定シリアルポート） 
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この設定は、ブート時のシリアルポートの接続状態確認を止めるための設定です。（ＤＬＣ２等ＰｎＰ対応していな

い通信機器が接続されている場合に、Ｗｉｎｄｏｗｓ自身がシリアルポートを認識しない場合があるためです。よっ

て、シリアルポートの変更を行った場合には、システムの再立ち上げが必要となります。） 

 

この設定内容は、ＳＦＤＮの削除（アンインストール）を行っても元には戻りません。 

 

 

19.2 Ｌ―Ｂｕｓ使用時のＳＦＤＮ側アドレス設定 
ＳＦＤＮ側のアドレス設定は、Ｗｉｎｄｏｗｓコントロールパネルの「ネットワーク」→「プロトコル」→「TCP/IP」の 

「プロパティ(P)」にて行います。使用するアダプタやＴＣＰ／ＩＰプロトコルは既にインストールされているものとし 

ます。 

 

「TCP/IP」の「プロパティ(P)」を選択すると下記ウインドウが表示されます。 

 

「IPアドレスを指定する(S)」を選択し、「サブネットマスク(U)」は ２５５ ２５５ ２５５ ０ とキーインしてください。 

「IP アドレス(I)」は ２００ ２００ ２００ １０ とキーインしてください。この IP アドレスがＬ－ＢｕｓでのこのＳＦＤＮ

のアドレスとなります。 

ＳＦＤＮを２台以上使用される場合には、ＩＰアドレスの１０を１～６３のいずれかの値に変更し、重複しないように

してください。（この１～６３がＬＢＵＳのステーションアドレスのＦＢ～ＢＤに対応しています。１８ＬＢ側は、前面で

設定するステーションアドレスを００～３Ｆの範囲で設定してください。） 

設定後「適用(A)」を押しその後の画面指示に従ってください。 

 

設定例 

   ＩＰアドレス  ＬＢＵＳ ＳＡ        ＩＰアドレス  ＬＢＵＳ ＳＡ 

２００．２００．２００．１           ＦＢ ２００．２００．２００．５０    ＣＡ 

２００．２００．２００．１０       Ｆ２ ２００．２００．２００．６０    Ｃ０ 

２００．２００．２００．２０    Ｅ８ ２００．２００．２００．６３    ＢＤ 

２００．２００．２００．３０    ＤＥ   

２００．２００．２００．４０    Ｄ４   

 



ＳＦＤＮユーザーズマニュアル 

 82 MG CO., LTD.
www.mgco.jp

20 ＡＰＰＥＮＤＩＸ 

20.1 生成ファイルサイズについて 
ＳＦＤＮでは、プロジェクト毎に以下に記載するログファイルが生成されます。各生成ファイルのサイズを記載しま

すので、以下を目安に空きディスク容量を確保ください。 

 

ログファイル 説明 容量 

トレンドログファイル トレンドデータが指定データ収集間隔・

指定保存日数分格納されるファイルで

す。 

トレンドグループ１～１６、１７～３２、３

３～４８、４９～６４、６５～８０に分けて

計５ファイルが生成されます。 

１ファイルにつき、 

１９７６＋（指定データ収集間隔での１

日の収集回数×指定保存日数）×２６

０ バイト 

チューニングログファイル リザーブされたタグおよび非リザーブタ

グ共用ロギングデータが２日分貯えら

れます。 

１ファイルが生成されます。 

７，６０４，４４４バイト 

アラームログファイル アラーム・メッセージの発生履歴を貯え

ます。（アラームサマリの内容に同じ） 

２０，０１２バイト 

レポートログファイル レポートタグロギングの内部処理用 １８０，１４８バイト＋３０，０１２バイト 

 

 

また、ＳＦＤＮ設定情報を納めるプロジェクトファイルは以下のサイズの合計となります。 

 

ファイル サイズ 

*.SFD ４７１，１００バイト 

*.GRP １，８７２，９００バイト 

*.OPT １，７０４バイト 

*.RTG ６，０１６バイト 

*.RM3 ６，０１６バイト 

SFD.PAS （パスワード長） 
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20.2 パソコン起動時のＳＦＤＮ自動立ち上げについて 
20.2.1  自動立ち上げ 

ＳＦＤＮをパソコンの立ち上がりとともに起動するには、ＳＦＤＢＬＤ．ＥＸＥ（ビルダ）またはＳＦＤＲＵＮ．ＥＸＥ（ラン）

をスタートアップフォルダに登録します。設定手順を次に示します。 

 

① Ｗｉｎｄｏｗｓより設定／タスクバーを選択します。 

 

 
 

② ［スタート］メニューの設定で追加ボタンを選択します。 

 

 
 

③ ＳＦＤＲＵＮ．ＥＸＥまたはＳＦＤＢＬＤ．ＥＸＥのパスを入力し、次へボタンを選択します。通常、ＳＦＤＲＵＮの場

合は「Ｃ：￥ＭＳＹＳＮＥＴ￥ＳＦＤＲＵＮ．ＥＸＥ（半角文字）」、ＳＦＤＢＬＤの場合は「Ｃ：￥ＭＳＹＳＮＥＴ￥ＳＦＤ

ＢＬＤ．ＥＸＥ（半角文字）」となります。 
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④ スタートアップに登録することを選択し、次へボタンを選択します。 

 

 
 

⑤ ショートカットの名前を入力し、完了ボタンを選択します。 
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20.2.2  自動ログイン 
ＳＦＤＮのインストールされているパソコンで、ＷｉｎｄｏｗｓＮＴのログオンを省略し、自動ログオンさせるためには、

ＳＦＤＮインストールフォルダに格納されているＡＵＴＯＬＯＧ．ＥＸＥを使用し自動ログオンの指定を行います。詳

細は、ＳＦＤＮインストールフォルダに格納されているＡＵＴＯＬＯＧ．ＴＸＴをご参照ください。 
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20.3 ソフトウェアの構成について 
ＳＦＤＮ実行時には、下図のソフトウェア構成で実行されています。 

 

ＭＳＹＳＮＥＴ Ｉ／Ｏサーバ

ＷｉｎｄｏｗｓＮＴ

ＶＬＩＮＫＳ．ＥＸＥ

（各アプリケーション間で、カードの瞬時値やアラーム情報などのデータ流通を制御）

ＣＭＳＦＤ．ＥＸＥ

（ＤＣＳカード側との通信を制御）

ＤＣＳＡＬ．ＤＬＬ

（ＤＣＳカード側との通信のローレベルサービス）

ＶＬＡＰＩ．ＤＬＬ

（ＶＬＩＮＫＳとのデータアクセス汎用インタフェース）

ＶＬＡＰＩＳＦＤ１１０．ＤＬＬ

（ＳＦＤデータアクセス汎用インタフェース）

ＳＦＤＢＬＤ．ＥＸＥ ＳＦＤＲＵＮ．ＥＸＥ ＥａｓｙＲｅｐｏｒｔ

ＳＦＤＮ　Ｂａｔｃｈ

など

Ｌ－Ｂｕｓ／Ｍ－Ｂｕｓ／ＮｅｓｔＢｕｓ

 
 

 ＳＦＤＮ稼働中には、ＶＬＩＮＫＳ．ＥＸＥおよびＣＭＳＦＤ．ＥＸＥの２実行ファイルが起動されております。これら

２実行ファイルは、ＳＦＤＮによって自動制御されます。手動操作においてこれら２実行ファイルを操作しない

でください。 

 ＳＦＤＮでは、株式会社アイ・エル・シー製ＶＬＩＮＫＳをミドルウェアとして、株式会社アイ・エル・シー製ＧＥＮ

ＷＡＲＥをグラフィック作成ツールおよび内部表示制御モジュールとして使用しています。 
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20.4 フォルダ構成 
ＳＦＤＮインストール先フォルダ（下図例ではＣ：￥ＭＳＹＳＮＥＴ）下には、次のフォルダが生成されます。これらの

フォルダおよびフォルダ内に格納されるファイルを移動・削除・名前を変更された場合、ＳＦＤＮが正しく動作しな

いことがあります。 
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20.5 レジストリ 
ＳＦＤＮでは、以下のレジストリを使用します。（regedt.exe の実行画面を示します。） 

レジストリＭ－ＳＹＳＴＥＭＳ以下がＷＩｎｄｏｗｓサイズやツールバー位置の保存用に使用されています。Ｗｉｎｄｏｗ

ｓＮＴ／２０００レジストリエディタでレジストリＭ－ＳＹＳＴＥＭＳ以下を削除された場合、ＳＦＤＮのＷｉｎｄｏｗｓサイ

ズやツールバー位置が初期化されますのでご注意ください。 
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20.6 WindowsNT4.0+ServicePack3(日本語版)にてご使用時注意事項 
ＷｉｎｄｏｗｓＮＴ４．０＋ＳｅｒｖｉｃｅＰａｃｋ３（日本語版）にてご使用になられる場合は、ＷｉｎｄｏｗｓＮＴの環境に環境変

数ＴＺを設定する必要があります。以下に環境変数ＴＺの設定手順を示します。 

 

20.6.1  環境変数ＴＺの設定手順 
①「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」→「システム」→「環境」を開きます。「システム環境変数(S)」欄              

の空白部分をクリックします。 

  

②「変数(V)」にＴＺ、「値(L)」にＪＳＴ－９をキーインし、「設定(E)」を押します。   
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③「システム環境変数(S)」に変数ＴＺと値ＪＳＴ－９が追加されていることを確認し、「適用(A)」を押し、次に[OK]を

押します。 

 

④Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴを終了し、再立ち上げします。 

 

⑤Ｗｉｎｄｏｗｓ ＮＴ再立ち上げ後、「スタート」→「プログラム」→「コマンドプロンプト」を開きます。 Ｃ：￥＞ の後

にＳＥＴとキーインし、Ｅｎｔｅｒキーを押します。 表示されるリストに ＴＺ＝ＪＳＴ－９ があることを確認します。 

 

⑥Ｃ：￥＞ の後に ＥＸＩＴとキーインし、Ｅｎｔｅｒキーを押して「コマンドプロンプト」を終了します。 
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20.7 デジタル入出力ボードの取り付け 
アラームまたはメッセージが発生時に、接点出力し、また、外部スイッチからブザー停止するためのデジタル入出

力ボード（以下 DI/O ボード）を取り付けることが可能です。 

  

  

20.7.1  ＤＩ／Ｏボード の準備 
以下に示すＤＩ／Ｏボードを用意して下さい。また、必要な場合、接続ケーブルも用意して下さい。 

・DI/O ボード    型式：PIO-16/16L(PCI)    メーカ：CONTEC 

・接続ケーブル  型式：PCA37PS-3P         メーカ：CONTEC 

  

20.7.2  ＤＩ／Ｏボードの設定、取り付け 
①DI/O ボードを次のように設定します。 

SW1（BOARD ID）：０（デフォルト） 

JP1（INT）     ：USE（デフォルト） 

 

②ＰＣの空いている PCI スロットに DI/O ボードを実装し、ネジ止めします。 

 

③ＰＣに電源投入し、初期画面が表示されている間に「DEL」キーを押し、BIOS メニューを表示ささせます。 

ＤＩ／Ｏボードを実装したＰＣＩスロットのＩＲＱ（割り込み）を「５」に設定し保存します。 

以下に、ＢＩＯＳ設定例を示します。これは、ＳＦＤＮをインストールするＰＣにより異なります。詳しくはＰＣの取扱

説明書を参照して下さい。 

 

PCI Configurationメニューにて「Slot ｎ IRQ」（ＤＩ／Ｏボードを実装したスロット）までカーソルを移動し、「Auto」を

「5」に変更します。 

                          Advanced 

              PCI Configuration 

    

   Slot 1/5 IRQ                 [Auto] 

   Slot  2  IRQ                 [Auto] 

   Slot  3  IRQ                 [Auto] 

   Slot  4  IRQ                 [Auto] 

   Slot  ｎ  IRQ                 [Auto] → [5] 

    

   PCI/VGA Palette Snoop        [Disabled] 

   PCI Latency Timer            [Auto] 

   SYMBIOS SCSI BIOS            [Auto] 

   USB Function                 [Enabled] 

    

VGA BIOS Sequence            [AGP/PCI] 

 

▲ PCI/PNP IRQ Resource Exclusion 

（略） 

（略） 

 

PCI/PNP IRQ REsource Exclusion メニューにて「IRQ  5 Reserved」までカーソルを移動し、「No」を「Yes」に変更

します。 

                   Advanced 

          PCI/PNP IRQ REsource Exclusion 

    

   IRQ  3 Reserved   [No] 

   IRQ  4 Reserved   [No] 

   IRQ  5 Reserved   [No] → [Yes] 

   IRQ  7 Reserved   [No] 

   IRQ  9 Reserved   [No] 

   IRQ 10 Reserved   [No] 

    

（略） 

  

その後ＢＩＯＳ設定を保存し、ＰＣを再起動します。 
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④DI/O ボードのドライバインストール 

DI/O ボードのドライバ CD-ROM「API-PAC(W32)」を CD-ROM ドライブに挿入する。 

「API-PAC(W32)Menu for Windows NT」メニュー（下記参照）が表示されたら「デジタル入出力用ドライバ

API-DIO(98/PC)NT」を選択し、ドライバをインストールします。 

 

 ⑤DI/O ボードコンフィグレーションユーティリティを起動し、ＤＩ／Ｏボードの状態を確認します。 

 以下の例ではドライバ No.＝2、グループ No.＝1、I/O アドレス＝B000h、IRQ＝5 です。 
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20.7.3  ＳＦＤＢＬＤのオプション設定 
①ＳＦＤＮを起動し、プロジェクトを開き、メニューのツール→オプションを選択し、オプションメニューを開きます。 

メッセージ接点入出力のタブを開き、メッセージ接点入出力有り、DI/OアドレスをＤＩ／Ｏボードコンフィグレーショ

ンで確認した番号に設定します。デフォルトの場合Ｂ０００です。 

必要であれば、各接点入出力の有無、出力端子番号を編集します。 



ＳＦＤＮユーザーズマニュアル 

 94 MG CO., LTD.
www.mgco.jp

②システムタブをクリックし、DIO ドライブ番号と、DIO グループ番号を設定します。 

これは、ＤＩ／Ｏコンフィグレーションで確認した番号に設定します。デフォルトの場合、ＤＩ０ドライブ番号は 2、DIO

グループ番号は 1 です。 

 「OK」をクリックし、オプション設定を閉じた後、プロジェクトを保存し、ＳＦＤＢＬＤを終了します。 

 

 


	1 はじめに
	1.1  本書について
	1.2  対応バージョン
	1.3  ＳＦＤＮの特長
	1.4  取扱説明書の構成
	1.5   動作環境

	2 機能および性能の概要
	2.1  機能一覧
	2.2   性能仕様
	2.3   ＳＦＤＮによるデータ構築
	2.3.1  ＳＦＤＢＬＤとＳＦＤＲＵＮ
	2.3.2  プロジェクト
	2.3.3   一般的なデータ構築手順


	3  インストールと削除
	3.1  インストール
	3.2   削除

	4  タグ
	4.1  タグの種類
	4.2   タイプ
	4.3   標準タグ
	4.3.1  計器フェース
	4.3.2   タグ定義項目

	4.4   拡張タグ－ＡＩ１
	4.4.1  計器フェース
	4.4.2   タグ定義項目

	4.5   拡張タグ－ＡＯ１
	4.5.1  計器フェース
	4.5.2   タグ定義項目

	4.6   拡張タグ－ＤＩ１
	4.6.1  計器フェース
	4.6.2   タグ定義項目

	4.7   拡張タグ－ＤＯ１
	4.7.1  計器フェース
	4.7.2   タグ定義項目

	4.8   拡張タグ－ＩＳＷ
	4.8.1  計器フェース
	4.8.2   タグ定義項目

	4.9   拡張タグ－ＴＭＲ
	4.9.1  計器フェース
	4.9.2   タグ定義項目

	4.10   拡張タグ－ＣＴＲ
	4.10.1  計器フェース
	4.10.2   タグ定義項目

	4.11   拡張タグ－ＡＳＷ
	4.11.1  計器フェース
	4.11.2   タグ定義項目

	4.12   拡張タグ－ＢＰＳ
	4.12.1  計器フェース
	4.12.2   タグ定義項目

	4.13   拡張タグ－ＴＣＯ
	4.13.1  計器フェース
	4.13.2   タグ定義項目

	4.14   チューニング
	4.15   札掛け
	4.16   数値パッド
	4.17   キースピード

	5  アラーム・メッセージ
	5.1  アラーム・メッセージの種類
	5.2   アラーム・メッセージの表示
	5.2.1   ビープ音

	5.3   ＤＩＯカード接点の入出力
	5.4   テキストファイル出力
	5.5   印刷
	5.6   システムアラーム一覧
	5.7   ハードエラー一覧

	6  オーバービュー
	6.1  オーバービュー機能
	6.2   オーバービュー項目

	7  制御グループ
	7.1  制御グループ機能

	8  トレンド
	8.1  トレンド機能
	8.2   トレンドデータの保存と再現
	8.3   トレンドデータのテキストファイル出力

	9  システムモニタ
	9.1  システムモニタ機能
	9.2   システムモニタのパスワード

	10  レポートタグ
	10.1  レポートタグの役割

	11  グラフィックモニタ
	11.1  グラフックモニタ
	11.2   グラフィック部品の種類
	11.3  グラフィック部品のプロパティ仕様
	11.3.1  ボタン
	11.3.2   変形ボタン
	11.3.3   ランプ
	11.3.4   変形ランプ
	11.3.5   数値設定
	11.3.6   数値表示
	11.3.7   シンプル数値設定
	11.3.8   シンプル数値表示
	11.3.9   ホッパフィル
	11.3.10   計器
	11.3.11   名板
	11.3.12   メータ形計器


	12  レシピ
	12.1  レシピ機能
	12.2   レシピの準備
	12.2.1  レシピファイル
	12.2.2   レシピＩＴＥＭ定義ファイルのフォーマット
	12.2.3  レシピＤＡＴＡファイルのフォーマット


	13  プログラミングユニット
	13.1  プログラミングユニット機能

	14  ＳＦＤＲＵＮ起動時初期ウィンドウの指定
	14.1  ＳＦＤＲＵＮ読み込みプロジェクトの指定
	14.2  ＳＦＤＲＵＮ起動時ウィンドウの指定

	15  ＳＦＤＲＵＮからの帳票起動及びバッチ起動の指定
	16  操作ロック
	17  画面印刷
	18  通信ポート
	19  ＳＦＤＮ対応バス切替
	19.1  バス切替

	ＢＯＯＴＩＮＩ．ＥＸＥを起動しましたら、ＳＦＤＮにて使用するバスを選択し、ＯＫしてください。
	この設定内容は、ＳＦＤＮの削除（アンインストール）を行っても元には戻りません。
	19.2  Ｌ―Ｂｕｓ使用時のＳＦＤＮ側アドレス設定

	「TCP/IP」の「プロパティ(P)」を選択すると下記ウインドウが表示されます。
	設定例
	20  ＡＰＰＥＮＤＩＸ
	20.1  生成ファイルサイズについて
	20.2   パソコン起動時のＳＦＤＮ自動立ち上げについて
	20.2.1  自動立ち上げ
	20.2.2   自動ログイン

	20.3   ソフトウェアの構成について
	20.4   フォルダ構成
	20.5   レジストリ
	20.6  WindowsNT4.0+ServicePack3(日本語版)にてご使用時注意事項
	20.6.1  環境変数ＴＺの設定手順

	20.7   デジタル入出力ボードの取り付け
	20.7.1  ＤＩ／Ｏボード の準備
	20.7.2  ＤＩ／Ｏボードの設定、取り付け
	20.7.3  ＳＦＤＢＬＤのオプション設定



